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熱中症を予防しましょう

熱中症警戒アラートを確認して、予防行動をとりましょう

暑さ指数（WBGT）って？
人間の熱バランスに影響の大きい

「気温・湿度・輻射熱」の3つを取り入れた指標

　熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境になると予想される日の前日夕方または当日早朝に、暑
さ指数33℃以上が予想される場合に都道府県ごとに発表されます。発表時は予防行動を積極的にとりましょう。

エアコンを適切に使用しましょう
・昼夜問わず冷房などを使用して温度調節をしましょう

熱中症のリスクが高い人に声かけをしましょう
・高齢者、子ども、持病のある人、肥満の人、障害者など
は熱中症リスクが高い人です。夜間を含むエアコンの使用
やこまめな水分補給など、声をかけましょう

外出はできるだけ控え、暑さを避けましょう
・不要不急の外出はできるだけ避けましょう

外での運動は、原則中止・延期をしましょう
・身の回りの暑さ指数（WBGT）に応じて屋外やエアコン
などが設置されていない屋内での運動は、原則、中止や延
期をしましょう

普段以上に「熱中症予防行動」をしましょう
・のどが渇く前にこまめに水分補給しましょう
・野外で人と十分な距離（2ｍ以上）を確保できる場合は適
宜マスクをはずしましょう
・涼しい服装にしましょう

暑さ指数（WBGT）を確認しましょう
・環境省のウェブサイトやメール登録で、毎日の暑さ指数
を知ることができます
・危険、厳重注意、警戒、注意、ほぼ安全の5段階があり
ます。生活や運動の目安が示されています

学ぼう、熱中症

　気温・湿度ともに高く蒸し暑い日本では、気温だけで
は熱中症のリスクは評価が難しいとされています。「暑さ
指数（WBGT）」という熱中症リスクの評価指標を取り
入れることで、予防に役立てることができます。

暑さ指数 （WBGT）＝　
1（気温）：7（湿度）：2（輻射熱）

輻射熱…日射しを浴びたと
きに受ける熱や、地面、建物、
人体などから出ている熱



Ansei Toashi Samurai Marathon

　5
月
8
日（
日
）、
3
年
ぶ
り

と
な
る
安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
で
48
回
目
を
迎
え
た
本

大
会
は
、
前
夜
祭
、
開
会
式
、

峠
コ
ー
ス
の
中
止
や
、
ウ
ェ
ー

ブ
ス
タ
ー
ト
方
式
の
導
入
な

ど
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　参
加
者
は
例
年
の
半
数
ほ
ど

で
し
た
が
、
8
2
3
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
新
緑
の
旧
中
山
道
を
駆

け
抜
け
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　侍マラソンのスタートから1時間後に、子どもミニ
遠足が行われました。
　今年は残念ながら仮装審査はありませんでしたが、
子どもたちは大人顔負けのスピードで、安中のまちな
かを走り抜けました。
　表彰式では、さまざまな年代の子どもたちが、互い
の健闘を称えあっていました。

　密を避けるため、ランナーをA～Eの5つのブロック
（1ブロック：約200人）に分け、1分間隔のウェーブス
タート方式を導入しました。

23 2022年7月1日号安中市役所　☎027－382－1111

感染症対策を徹底しました

関所・坂本宿コース（20.15㎞）
（順位・氏名・タイム）子ども

ミニ遠足

第 48 回 安政遠足
侍マラソン大会

武 家 長 屋

男子
1
2
3

廣木　大地
田村　裕一
椎谷　将大

1:11:43
1:14:22
1:14:58

スタート EDCBA

仮装アイデア賞（氏名・仮装名）
特別賞
日部　貴博
（日部　聡郎）
（日部　君雄）

武者

仮装大賞
金子　勝
岩井　淑
戸沢　義夫
杉山　礼子
上原　ゆり子

武者
武者
侍
忍者
侍

女子
1
2
3

佐俣　久美子
幸長　菜央
猪俣　有加

1:30:27
1:39:53
1:46:22

小学校低学年
男子
1
2
3

内田　綾太
二見　悠聖
市川　惺南

女子
1
2
3

中野　美海
真下　奈々海
忰田　こころ

中学校
男子
1 渡部　蓮

小学校高学年
男子
1
2
3

藤原　央惺
斉藤　青葉
端田　晋平

女子
1
2
3

藤井　結愛
松本　こまき
市川　南海

女子
1 萩原　更紗
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令
和
4
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。                                                                 

　
採
用
年
月
日
は
令
和
5
年
4
月
1
日
で

す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
試
験

案
内
・
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
う
え
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
は
、
□本 

総

合
案
内
お
よ
び
□松 

総
務
管
理
課
で
も
配
布
し

ま
す
。

　
申
込
み
は
郵
送
ま
た
は
□本 

職
員
課
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
お
よ
び
配
布
開
始
▼

7
月
1
日（
金
）

申
込
期
間
▼

7
月
19
日（
火
）〜
8
月
1
日（
月
）　

※
郵
送
の
場
合
、
消
印
有
効

募
集
職
種
・
受
験
資
格
▼
下
表
の
と
お
り

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で

き
ま
せ
ん

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者

先
輩
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す

　
市
職
員
を
目
指
す
皆
さ
ん
に
、
先
輩
職
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

安
中
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
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recruitm
ent

試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求

●
直
接
請
求
の
場
合

　【
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
・
消
防
署
・
分

署
】・【
市
役
所 

□本 

・
□松 

】
で
配
布
し
ま
す
。

●
郵
送
請
求
の
場
合

　
住
所
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒（
角

型
2
号
）に
1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の

を
同
封
し
、
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
郵
送
す
る
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

用
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ

い
。

●
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合

　
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

郵
送
先
・
問
合
せ
▼

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課

〒
3
7
0

－

０
８
６
１

高
崎
市
八
千
代
町
一
丁
目
13

－

10

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

2
3
9
3
）

令
和
4
年
度
　高
崎
市
・
安
中
市
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課
（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
３
９
３
）

平成5年4月2日から平成13年
4月1日までに生まれた人で、
大学を卒業または令和5年3月
までに卒業見込みの人
［ただし、平成13年4月2日
以降に生まれた人で大学を卒
業した人（令和5年3月までに
卒業見込みを含む）またはこ
れと同等の資格を有すると認
められる人は受験することが
できます］

平成5年4月2日から平成15年
4月1日までに生まれた人で、
短期大学、高等専門学校もし
くは専修学校専門課程（修業
年限が2年以上で、かつ1,600
時間以上の履修を義務づけて
いる課程）を卒業または令和5
年3月までに卒業見込みの人
［ただし、大学を卒業した人

（令和5年3月卒業見込みを含
む）またはこれと同等の資格
を有すると認められる人は受
験できません］

平成5年4月2日から平成17年
4月1日までに生まれた人で、
高等学校を卒業もしくは令和
5年3月までに卒業見込みの人
またはこれと同等の資格を有
する人
［ただし、大学もしくは短期
大学を卒業した人（令和5年3
月卒業見込みを含む）または
これらと同等の資格を有する
と認められる人は受験できま
せん］

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況によっては、試験に係る日程を延期する場合があります

学歴区分 試験
区分

採用予定
人員 受験資格

試験日程
第2次試験第1次試験

申込期間試験案内
配布開始

大学

短大
（2年以上
の専門学
校を含む）

高校

消防職 4人

試験日
10月下旬

結果通知
発送日

11月中旬

試験日
9月18日
（日）

結果通知
発送日

10月上旬

8月1日
（月）

～

8月5日
（金）

7月1日
（金）

recruitm
ent

職
員
課
人
事
研
修
係
（
☎
内
線
１
０
３
３
）

本

昭和47年4月2日以降に生まれた人
で、主任介護支援専門員の資格を有
する人または主任介護支援専門員研
修の受講要件を満たし、主任介護支援
専門員資格を取得する意志がある人

（令和5年4月1日時点で50歳以下）

社会人基礎試験
職務適応性検査
作文

若干名主任介護
支援専門員

昭和52年4月2日から平成17年4月1日
までに生まれた人で、次のすべてに
該当する人
①身体障害者手帳、療育手帳または
精神障害者保健福祉手帳の交付を受
けている人
②活字印刷文による筆記試験に対応
できる人

（令和5年4月1日時点で18歳～45歳）

教養試験
性格特性検査
作文

若干名事務職

昭和57年4月2日から平成13年4月1日
に生まれた人で、保健師の資格を有
する人または令和5年3月31日までに
取得見込みの人

（令和5年4月1日時点で22歳～40歳）

昭和57年4月2日から平成17年4月1日
に生まれた人で、土木系学科卒業（令
和5年3月卒業見込みを含む）の人

（令和5年4月1日時点で18歳～40歳）

専門試験
性格特性検査
作文

ディスカッ
ション 面接

若干名

若干名

若干名

昭和57年4月2日から平成17年4月1日
に生まれた人で、一級建築士または
二級建築士の資格を有する人もしく
は建築系学科卒業（令和5年3月卒業見
込みを含む）の人で二級建築士の受験
資格を有する人

（令和5年4月1日時点で18歳～40歳）

保健師

土木技術

建築士

受験資格

平成12年4月2日から平成17年4月1日
までに生まれた人で、高等学校卒業

（令和5年3月卒業見込みを含む）の人
（令和5年4月1日時点で18歳～22歳）
平成6年4月2日から平成15年4月1日
までに生まれた人で、短期大学卒業
以上（令和5年3月卒業見込みを含む）
または同等の資格があると認められ
る人

（令和5年4月1日時点で20歳～28歳）

第1次試験
9月18日（日）

第2次試験
10月中旬

第3次試験
11月中旬

採用予定
人員

教養試験
性格特性検査
作文

若干名

事
務
職
・
技
師
職

試験職種・
試験区分

初級
試験

中級
試験

一
般
試
験

専
門
試
験

社
会
人
経
験
者

採
用
試
験

障
害
者
採
用
試
験

・
・
・
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る
者

先
輩
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す

　
市
職
員
を
目
指
す
皆
さ
ん
に
、
先
輩
職
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

安
中
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
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recruitm
ent

試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求

●
直
接
請
求
の
場
合

　【
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
・
消
防
署
・
分

署
】・【
市
役
所 

□本 

・
□松 
】
で
配
布
し
ま
す
。

●
郵
送
請
求
の
場
合

　
住
所
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒（
角

型
2
号
）に
1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の

を
同
封
し
、
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
郵
送
す
る
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

用
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ

い
。

●
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合

　
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

郵
送
先
・
問
合
せ
▼

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課

〒
3
7
0

－

０
８
６
１

高
崎
市
八
千
代
町
一
丁
目
13

－
10

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

2
3
9
3
）

令
和
4
年
度
　高
崎
市
・
安
中
市
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課
（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
３
９
３
）

平成5年4月2日から平成13年
4月1日までに生まれた人で、
大学を卒業または令和5年3月
までに卒業見込みの人
［ただし、平成13年4月2日
以降に生まれた人で大学を卒
業した人（令和5年3月までに
卒業見込みを含む）またはこ
れと同等の資格を有すると認
められる人は受験することが
できます］

平成5年4月2日から平成15年
4月1日までに生まれた人で、
短期大学、高等専門学校もし
くは専修学校専門課程（修業
年限が2年以上で、かつ1,600
時間以上の履修を義務づけて
いる課程）を卒業または令和5
年3月までに卒業見込みの人
［ただし、大学を卒業した人

（令和5年3月卒業見込みを含
む）またはこれと同等の資格
を有すると認められる人は受
験できません］

平成5年4月2日から平成17年
4月1日までに生まれた人で、
高等学校を卒業もしくは令和
5年3月までに卒業見込みの人
またはこれと同等の資格を有
する人
［ただし、大学もしくは短期
大学を卒業した人（令和5年3
月卒業見込みを含む）または
これらと同等の資格を有する
と認められる人は受験できま
せん］

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況によっては、試験に係る日程を延期する場合があります

学歴区分 試験
区分

採用予定
人員 受験資格

試験日程
第2次試験第1次試験

申込期間試験案内
配布開始

大学

短大
（2年以上
の専門学
校を含む）

高校

消防職 4人

試験日
10月下旬

結果通知
発送日

11月中旬

試験日
9月18日
（日）

結果通知
発送日

10月上旬

8月1日
（月）

～

8月5日
（金）

7月1日
（金）

recruitm
ent

職
員
課
人
事
研
修
係
（
☎
内
線
１
０
３
３
）

本

昭和47年4月2日以降に生まれた人
で、主任介護支援専門員の資格を有
する人または主任介護支援専門員研
修の受講要件を満たし、主任介護支援
専門員資格を取得する意志がある人

（令和5年4月1日時点で50歳以下）

社会人基礎試験
職務適応性検査
作文

若干名主任介護
支援専門員

昭和52年4月2日から平成17年4月1日
までに生まれた人で、次のすべてに
該当する人
①身体障害者手帳、療育手帳または
精神障害者保健福祉手帳の交付を受
けている人
②活字印刷文による筆記試験に対応
できる人

（令和5年4月1日時点で18歳～45歳）

教養試験
性格特性検査
作文

若干名事務職

昭和57年4月2日から平成13年4月1日
に生まれた人で、保健師の資格を有
する人または令和5年3月31日までに
取得見込みの人

（令和5年4月1日時点で22歳～40歳）

昭和57年4月2日から平成17年4月1日
に生まれた人で、土木系学科卒業（令
和5年3月卒業見込みを含む）の人

（令和5年4月1日時点で18歳～40歳）

専門試験
性格特性検査
作文

ディスカッ
ション 面接

若干名

若干名

若干名

昭和57年4月2日から平成17年4月1日
に生まれた人で、一級建築士または
二級建築士の資格を有する人もしく
は建築系学科卒業（令和5年3月卒業見
込みを含む）の人で二級建築士の受験
資格を有する人

（令和5年4月1日時点で18歳～40歳）

保健師

土木技術

建築士

受験資格

平成12年4月2日から平成17年4月1日
までに生まれた人で、高等学校卒業

（令和5年3月卒業見込みを含む）の人
（令和5年4月1日時点で18歳～22歳）
平成6年4月2日から平成15年4月1日
までに生まれた人で、短期大学卒業
以上（令和5年3月卒業見込みを含む）
または同等の資格があると認められ
る人

（令和5年4月1日時点で20歳～28歳）

第1次試験
9月18日（日）

第2次試験
10月中旬

第3次試験
11月中旬

採用予定
人員

教養試験
性格特性検査
作文

若干名

事
務
職
・
技
師
職

試験職種・
試験区分

初級
試験

中級
試験

一
般
試
験

専
門
試
験

社
会
人
経
験
者

採
用
試
験

障
害
者
採
用
試
験

・
・
・
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休日検診（健診）
会　　場

9月11日（日）
9月25日（日）
10月16日（日）

松井田保健センター

安中市保健センター

実施日

安中会場
集団検診（健診）会場・日程表

松井田会場

安
中

原
市

磯
部

地区 会場 実施日 該当地区
8月25日（木）

9月13日（火）

9月22日（木）

9月29日（木）

10月27日（木）

9月5日（月）

9月6日（火）

9月7日（水）

8月3日（水）

8月4日（木）

8月5日（金）

10月11日（火）

10月12日（水）

10月17日（月）

10月18日（火）

9月26日（月）

10月3日（月）

9月15日（木）

9月16日（金）

9月1日（木）

9月2日（金）

1区・2区

2－2区・4区・11区

3区・6区・9区

5区・7区・12区

8区・10区

1区・6区・9区

2区・3甲区・8区

3乙区・4区・5区・7区

3区

4区・5区

1区・2区

1区・2区・3区

4区・5区・6区

1区・2区・3区

4区・5区・6区・7区

1区・2区・3区・4区

5区

1区・2区・3区

4区・5区・みのりが丘区

1区・3区・4区

2区・5区

原　市
公民館

磯　部
公民館

東
横
野

岩
野
谷

板
鼻

秋
間

後
閑

いきいき
長寿センター
（老人福祉
センター）

東横野
公民館

岩野谷
公民館

秋　間
公民館

後　閑
公民館

旧臼井
小学校

入牧
生きがい
センター
碓氷峠
くつろぎの郷
（屋内交流広場）

西横野
定住
センター

細野
ふるさと
センター

九十九地区
生涯学習センター
（九十九創作館）

松
井
田

松井田
保健
センター

臼
井
・
坂
本

西
横
野

九
十
九

細
野

地区 会場 実施日 該当地区
源ヶ原・上本町・本町・

新堀中宿・紺屋町・

新田琵琶ノ窪

新町・森崎・上町・仲町・

下町・北横町・南横町

五料東・五料中・五料西

入牧1区・2区

横川東・横川西・

坂本1区・坂本2区・原

法正寺・塚原・上人見・

高野谷戸・二軒在家・

大王寺

八城東・八城西・別所・

行田・烏留北・烏留南

下増田・高梨子・

国衙百石・小日向

上増田東・上増田西・

土塩東・土塩西・新井

10月4日（火）

10月31日（月）

8月2日（火）

9月12日（月）

9月27日（火）

8月17日（水）

8月18日（木）

9月20日（火）

9月21日（水）

安中市
保健
センター

持
参
す
る
も
の
▼

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

・
受
診
す
る
人
の
保
険
証

・
健
康
診
査
受
診
票
・
受
診
券

・
採
尿
し
た
尿
容
器

各
種
検
診

・
受
診
シ
ー
ル

・
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、
採
便
し

た
容
器

※
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
、
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
を
受
け
る
人
は
、
朝
食
を
食

べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

※
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い

※
が
ん
検
診
の
対
象
者
は
症
状
が
な
い
人
で

す
。
症
状
が
あ
る
人
や
治
療
を
続
け
て
い
る

人
は
、
医
療
機
関
に
て
医
療
保
険
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い

※
該
当
地
区
で
の
検
診
日
に
都
合
が
つ
か
な

い
場
合
は
、
そ
の
他
の
日
程
で
来
場
し
て
く

だ
さ
い

※
平
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
休
日

検
診
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、
検
診
が
中
止
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

health

　「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
5
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
し
た
。
「
検
診
受
診
時
」
と

「
大
腸
容
器
配
布
時
」
に
は
「
受
診
シ
ー

ル
」
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　集
団
検
診
実
施
期
間
は
8
月
1
日（
月
）〜

10
月
31
日（
月
）で
す
。

　詳
細
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封
の
案
内
を

確
認
し
、
希
望
の
検
診
に
つ
い
て
、
集
団
検

診（
各
公
民
館
な
ど
で
の
検
診
）、
も
し
く
は

個
別
検
診（
市
内
指
定
医
療
機
関
で
の
検
診
）

の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。　今

年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
「
市
国
保

特
定
健
診
・
県
後
期
高
齢
者
健
診
」
が
同
日

実
施
に
な
り
ま
す
。
各
検
診
会
場
や
個
別
検

診
実
施
医
療
機
関
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　な
お
、
市
国
保
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
の

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
、
検
査
項
目
に

胸
部
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
検
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間
▼

午
前
8
時
30
分
〜
11
時（
全
会
場
共
通
）

※
番
号
札
は
午
前
8
時
か
ら
配
布

集
団
検
診
が
8
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

令和4年度集団検診の種類と対象者（年齢は令和5年3月31日時点）
検診の種類

胸部（肺がん）検診
（レントゲン）
胸部（肺がん）検診
（喀痰検査）

胃がんバリウム検診

胃がんリスク検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

乳がん検診

子宮頸がん検診

内　容

胸部X線検査

喀痰細胞検査

胃X線（バリウム）検査

血液検査（ピロリ抗体・
ペプシノゲン検査）

便潜血検査

血液検査（PSA検査）

血液検査（B型肝炎抗原・
C型肝炎抗体検査）

マンモグラフィ・視触診

細胞診・内診

自己負担金
510円

（65歳以上無料）
710円

（70歳以上無料）
510円

（70歳以上無料）
510円

（70歳のみ無料）
510円

（70歳以上無料）
510円

（70歳以上無料）

無料

1,530円
（70歳以上無料）

510円
（70歳以上無料）

対象者

40歳以上

40歳以上

40歳以上

50歳以上の男性

20歳以上の女性

50歳以上（喫煙指数※600以上の人）
※喫煙指数＝1日の喫煙本数×喫煙年数

40・45・50・55・60・65・70歳で市の
胃がんリスク検診を受けたことのない人

40歳以上で市の肝炎ウイルス検診を
受けたことのない人
40歳以上の女性で前年度、
市の乳がん検診を受診していない人

かくたん

今
年
度
か
ら
集
団
検
診
の
乳
が
ん
検
診
・
子

宮
頸
が
ん
検
診
は
予
約
制
に
な
り
ま
す

　乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
12
月
か

ら
開
始
予
定
で
す
。

　乳
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
の
女
性
で
前
年

度
市
の
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

　予
約
受
付
は
、
11
月
か
ら
順
次
開
始
し
ま

す
。　詳

し
く
は
、
郵
送
し
た
受
診
シ
ー
ル
が

入
っ
た
封
筒（
オ
レ
ン
ジ
色
）に
同
封
さ
れ
た

検
診
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　10
月
頃
、
広
報
紙
な
ど
で
再
度
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

かくたん
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休日検診（健診）
会　　場

9月11日（日）
9月25日（日）
10月16日（日）

松井田保健センター

安中市保健センター

実施日

安中会場
集団検診（健診）会場・日程表

松井田会場

安
中

原
市

磯
部

地区 会場 実施日 該当地区
8月25日（木）

9月13日（火）

9月22日（木）

9月29日（木）

10月27日（木）

9月5日（月）

9月6日（火）

9月7日（水）

8月3日（水）

8月4日（木）

8月5日（金）

10月11日（火）

10月12日（水）

10月17日（月）

10月18日（火）

9月26日（月）

10月3日（月）

9月15日（木）

9月16日（金）

9月1日（木）

9月2日（金）

1区・2区

2－2区・4区・11区

3区・6区・9区

5区・7区・12区

8区・10区

1区・6区・9区

2区・3甲区・8区

3乙区・4区・5区・7区

3区

4区・5区

1区・2区

1区・2区・3区

4区・5区・6区

1区・2区・3区

4区・5区・6区・7区

1区・2区・3区・4区

5区

1区・2区・3区

4区・5区・みのりが丘区

1区・3区・4区

2区・5区

原　市
公民館

磯　部
公民館

東
横
野

岩
野
谷

板
鼻

秋
間

後
閑

いきいき
長寿センター
（老人福祉
センター）

東横野
公民館

岩野谷
公民館

秋　間
公民館

後　閑
公民館

旧臼井
小学校

入牧
生きがい
センター
碓氷峠
くつろぎの郷
（屋内交流広場）

西横野
定住
センター

細野
ふるさと
センター

九十九地区
生涯学習センター
（九十九創作館）

松
井
田

松井田
保健
センター

臼
井
・
坂
本

西
横
野

九
十
九

細
野

地区 会場 実施日 該当地区
源ヶ原・上本町・本町・

新堀中宿・紺屋町・

新田琵琶ノ窪

新町・森崎・上町・仲町・

下町・北横町・南横町

五料東・五料中・五料西

入牧1区・2区

横川東・横川西・

坂本1区・坂本2区・原

法正寺・塚原・上人見・

高野谷戸・二軒在家・

大王寺

八城東・八城西・別所・

行田・烏留北・烏留南

下増田・高梨子・

国衙百石・小日向

上増田東・上増田西・

土塩東・土塩西・新井

10月4日（火）

10月31日（月）

8月2日（火）

9月12日（月）

9月27日（火）

8月17日（水）

8月18日（木）

9月20日（火）

9月21日（水）

安中市
保健
センター

持
参
す
る
も
の
▼

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

・
受
診
す
る
人
の
保
険
証

・
健
康
診
査
受
診
票
・
受
診
券

・
採
尿
し
た
尿
容
器

各
種
検
診

・
受
診
シ
ー
ル

・
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、
採
便
し

た
容
器

※
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診
、
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
を
受
け
る
人
は
、
朝
食
を
食

べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

※
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い

※
が
ん
検
診
の
対
象
者
は
症
状
が
な
い
人
で

す
。
症
状
が
あ
る
人
や
治
療
を
続
け
て
い
る

人
は
、
医
療
機
関
に
て
医
療
保
険
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い

※
該
当
地
区
で
の
検
診
日
に
都
合
が
つ
か
な

い
場
合
は
、
そ
の
他
の
日
程
で
来
場
し
て
く

だ
さ
い

※
平
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
休
日

検
診
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、
検
診
が
中
止
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

health

　「
各
種
検
診
受
診
シ
ー
ル
」（
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
）を
5
月
下
旬
に
、
対
象
者
全
員

に
郵
送
し
ま
し
た
。
「
検
診
受
診
時
」
と

「
大
腸
容
器
配
布
時
」
に
は
「
受
診
シ
ー

ル
」
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　集
団
検
診
実
施
期
間
は
8
月
1
日（
月
）〜

10
月
31
日（
月
）で
す
。

　詳
細
は
、
受
診
シ
ー
ル
に
同
封
の
案
内
を

確
認
し
、
希
望
の
検
診
に
つ
い
て
、
集
団
検

診（
各
公
民
館
な
ど
で
の
検
診
）、
も
し
く
は

個
別
検
診（
市
内
指
定
医
療
機
関
で
の
検
診
）

の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。　今

年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、
「
市
国
保

特
定
健
診
・
県
後
期
高
齢
者
健
診
」
が
同
日

実
施
に
な
り
ま
す
。
各
検
診
会
場
や
個
別
検

診
実
施
医
療
機
関
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　な
お
、
市
国
保
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
の

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
、
検
査
項
目
に

胸
部
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
検
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間
▼

午
前
8
時
30
分
〜
11
時（
全
会
場
共
通
）

※
番
号
札
は
午
前
8
時
か
ら
配
布

集
団
検
診
が
8
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

令和4年度集団検診の種類と対象者（年齢は令和5年3月31日時点）
検診の種類

胸部（肺がん）検診
（レントゲン）
胸部（肺がん）検診
（喀痰検査）

胃がんバリウム検診

胃がんリスク検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

乳がん検診

子宮頸がん検診

内　容

胸部X線検査

喀痰細胞検査

胃X線（バリウム）検査

血液検査（ピロリ抗体・
ペプシノゲン検査）

便潜血検査

血液検査（PSA検査）

血液検査（B型肝炎抗原・
C型肝炎抗体検査）

マンモグラフィ・視触診

細胞診・内診

自己負担金
510円

（65歳以上無料）
710円

（70歳以上無料）
510円

（70歳以上無料）
510円

（70歳のみ無料）
510円

（70歳以上無料）
510円

（70歳以上無料）

無料

1,530円
（70歳以上無料）

510円
（70歳以上無料）

対象者

40歳以上

40歳以上

40歳以上

50歳以上の男性

20歳以上の女性

50歳以上（喫煙指数※600以上の人）
※喫煙指数＝1日の喫煙本数×喫煙年数

40・45・50・55・60・65・70歳で市の
胃がんリスク検診を受けたことのない人

40歳以上で市の肝炎ウイルス検診を
受けたことのない人
40歳以上の女性で前年度、
市の乳がん検診を受診していない人

かくたん

今
年
度
か
ら
集
団
検
診
の
乳
が
ん
検
診
・
子

宮
頸
が
ん
検
診
は
予
約
制
に
な
り
ま
す

　乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
12
月
か

ら
開
始
予
定
で
す
。

　乳
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
の
女
性
で
前
年

度
市
の
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

　予
約
受
付
は
、
11
月
か
ら
順
次
開
始
し
ま

す
。　詳

し
く
は
、
郵
送
し
た
受
診
シ
ー
ル
が

入
っ
た
封
筒（
オ
レ
ン
ジ
色
）に
同
封
さ
れ
た

検
診
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　10
月
頃
、
広
報
紙
な
ど
で
再
度
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

かくたん
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　5
月
下
旬
に
対
象
者
全
員
に
「
各
種
検
診

受
診
シ
ー
ル
」
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
集

団
検
診
・
個
別
検
診
の
受
診
時
に
は
、
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　受
診
時
に
シ
ー
ル
が
お
手
元
に
な
い
場
合

は
、
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
す
る

場
合
は
、
集
団
検
診
用
の
採
便
容
器
を
受
け

取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
下
記
日
程
表
の
指

定
日
時
に
「
受
診
シ
ー
ル
」
を
持
参
し
、
容

器
を
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

提
出
日
に
、
検
体
と
受
診
票
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　個
別
検
診
を
受
診
す
る
人
は
、
個
別
の
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
40
歳
以
上
の
人

自
己
負
担
金
▼
5
1
0
円

（
70
歳
以
上
は
無
料
）

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

受
診
の
流
れ
▼

①
採
便
容
器
の
受
け
取
り
　

　集
団
検
診
の
場
合
は
、
下
記
日
程
表
の
と

お
り
容
器
配
布
を
行
い
ま
す
。
受
診
シ
ー
ル

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
　

②
便
の
採
取
　

　3
日
間
の
う
ち
2
日
分
の
便
を
採
取
し
て

容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
1
日
1
本
）
　

③
検
体
の
提
出
　

　便
の
入
っ
た
容
器
、
問
診
内
容
を
記
入
し

た
受
診
票（
容
器
と
一
緒
に
配
布
）を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
日
は
検
診
日
に
な
り
ま

す
の
で
、
受
診
シ
ー
ル
と
同
封
さ
れ
た
検
診

日
程
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
　

注
意
事
項
▼

・
受
診
シ
ー
ル
を
持
参
す
れ
ば
、
代
理
の
人

で
も
容
器
を
お
渡
し
で
き
ま
す
。

・
個
別
検
診（
医
療
機
関
で
の
検
診
）を
希
望

す
る
人
は
、
採
便
容
器
を
医
療
機
関
で
受
け

取
り
、
採
便
後
は
そ
の
医
療
機
関
へ
検
体
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
団
検
診
で
お
渡
し
す
る
容
器
は
、
個
別

検
診
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

・
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
同
様
の

検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
受
診
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検
診

　
　
　
　容
器
配
布
が
始
ま
り
ま
す

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係
（
☎
内
線
1
1
1
9
）

本

health

■
今
年
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

が
7
月
と
9
月
に
2
回
届
き
ま
す

1
回
目
▼
7
月
中
旬
ご
ろ
郵
送

〇
「
み
ず
色
」
の
被
保
険
者
証

〇
有
効
期
間
は
、
令
和
4
年
8
月
1
日
か
ら

令
和
4
年
9
月
30
日
ま
で
。

2
回
目
▼
9
月
中
旬
ご
ろ
郵
送

〇
「
だ
い
だ
い
色
」
の
被
保
険
者
証

〇
有
効
期
間
は
、
令
和
4
年
10
月
1
日
か
ら

令
和
5
年
7
月
31
日
ま
で
。

■
令
和
4
年
10
月
1
日
か
ら
、
一
部
負
担
金

の
割
合
が
変
わ
る
人
が
い
ま
す
　

　制
度
改
正
に
伴
い
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
1
割
」
、
「
3
割
」
に
新
た

に
「
2
割
」
が
加
わ
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
「
1
割
」
だ
っ
た
人
も
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
と
「
2
割
」
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
「
2
割
」
に
な
る
か
ど
う
か
は
8
月
下
旬

ご
ろ
か
ら
確
認
で
き
る
予
定
で
す
。

「
2
割
」
に
関
す
る
問
合
せ（
7
月
か
ら
）▼

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
2
7

－

3
3
1

－

9
1
3
3
）

■「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
に
つ

い
て　保

険
医
療
機
関
な
ど
で
提
示
す
る
と
、
医

療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。

　認
定
証
の
交
付
を
す
で
に
受
け
て
い
る
人

で
、
引
き
続
き
次
の
条
件
を
満
た
す
人
に

は
、
申
請
手
続
を
省
略
し
、
被
保
険
者
証
と

一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

〇
一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
1
割
」
の
人

　世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

〇
一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
2
割
」
の
人

　申
請
の
必
要
が
な
く
、
被
保
険
者
証
の
提

示
だ
け
で
、
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

〇
一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
3
割
」
の
人

　同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

全
員
の
住
民
税
課
税
所
得
が
い
ず
れ
も
６
９

０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

①
普
通
徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
人

・
7
月
中
旬
ご
ろ
保
険
料
決
定
通
知
書
を
む

ら
さ
き
色
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

②
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
人

・
8
月
上
旬
ご
ろ
保
険
料
決
定
通
知
書
を
圧

着
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
。

③
普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
両
方（
併
徴
）の
人

・
7
月
中
旬
ご
ろ
保
険
料
決
定
通
知
書
を
む

ら
さ
き
色
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

■
令
和
4
・
5
年
度
の
保
険
料
率
が
変
わ
り

ま
し
た

⑴
均
等
割
額（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

4
3
，
6
0
0
円
　↓
　4
5
，
7
0
0
円

⑵
所
得
割
率（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

8
・
60
％
　↓
　8
・
89
％

⑶
年
間
上
限
額（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

64
万
円
　↓
　66
万
円

■
軽
減
後
の
均
等
割
額
が
変
わ
り
ま
す

⑴
7
割
軽
減（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

1
3
，
0
8
0
円
　↓
　1
3
，
7
1
0
円

⑵
5
割
軽
減（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

2
1
，
8
0
0
円
　↓
　2
2
，
8
5
0
円

⑶
2
割
軽
減（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

3
4
，
8
8
0
円
　↓
　3
6
，
5
6
0
円

　各
制
度
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
群
馬

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
新
し
い
被
保
険
者
証
と
一

緒
に
郵
送
さ
れ
る
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　時
　間

午
前
9
時
〜
10
時

午
後
2
時
〜
3
時

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

午
後
2
時
〜
3
時

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
2
時
〜
3
時

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
3
時

午
前
9
時
〜
10
時

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

午
後
2
時
〜
3
時

日
　程

7月25日

（月）

7月26日

（火）

7月27日

（水）

7月28日

（木）

7月29日

（金）

　
　
　
　
　会
　場

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

東
横
野
公
民
館

細
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

九
十
九
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
九
十
九
創
作
館
）

西
横
野
定
住
セ
ン
タ
ー

入
牧
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

碓
氷
峠
く
つ
ろ
ぎ
の
郷

（
屋
内
交
流
広
場
）

旧
臼
井
小
学
校

秋
間
公
民
館

岩
野
谷
公
民
館

い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

磯
部
公
民
館

後
閑
公
民
館

原
市
公
民
館

令和4年度　大腸がん検診容器配布日程

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

▲1回目は、7月中旬ごろに
「うすいみどり色」の封筒で郵送します▲1回目は「みず色」です

▲2回目は「だいだい色」です
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見本



安中市役所　☎027－382－1111 2022年7月1日号 89

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

health

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

　5
月
下
旬
に
対
象
者
全
員
に
「
各
種
検
診

受
診
シ
ー
ル
」
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
集

団
検
診
・
個
別
検
診
の
受
診
時
に
は
、
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　受
診
時
に
シ
ー
ル
が
お
手
元
に
な
い
場
合

は
、
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
す
る

場
合
は
、
集
団
検
診
用
の
採
便
容
器
を
受
け

取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
下
記
日
程
表
の
指

定
日
時
に
「
受
診
シ
ー
ル
」
を
持
参
し
、
容

器
を
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

提
出
日
に
、
検
体
と
受
診
票
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　個
別
検
診
を
受
診
す
る
人
は
、
個
別
の
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
40
歳
以
上
の
人

自
己
負
担
金
▼
5
1
0
円

（
70
歳
以
上
は
無
料
）

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

受
診
の
流
れ
▼

①
採
便
容
器
の
受
け
取
り
　

　集
団
検
診
の
場
合
は
、
下
記
日
程
表
の
と

お
り
容
器
配
布
を
行
い
ま
す
。
受
診
シ
ー
ル

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
　

②
便
の
採
取
　

　3
日
間
の
う
ち
2
日
分
の
便
を
採
取
し
て

容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
1
日
1
本
）
　

③
検
体
の
提
出
　

　便
の
入
っ
た
容
器
、
問
診
内
容
を
記
入
し

た
受
診
票（
容
器
と
一
緒
に
配
布
）を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
日
は
検
診
日
に
な
り
ま

す
の
で
、
受
診
シ
ー
ル
と
同
封
さ
れ
た
検
診

日
程
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
　

注
意
事
項
▼

・
受
診
シ
ー
ル
を
持
参
す
れ
ば
、
代
理
の
人

で
も
容
器
を
お
渡
し
で
き
ま
す
。

・
個
別
検
診（
医
療
機
関
で
の
検
診
）を
希
望

す
る
人
は
、
採
便
容
器
を
医
療
機
関
で
受
け

取
り
、
採
便
後
は
そ
の
医
療
機
関
へ
検
体
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
団
検
診
で
お
渡
し
す
る
容
器
は
、
個
別

検
診
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

・
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
同
様
の

検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
受
診
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

集
団
検
診
の
大
腸
が
ん
検
診

　
　
　
　容
器
配
布
が
始
ま
り
ま
す

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係
（
☎
内
線
1
1
1
9
）

本

health
■
今
年
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

が
7
月
と
9
月
に
2
回
届
き
ま
す

1
回
目
▼
7
月
中
旬
ご
ろ
郵
送

〇
「
み
ず
色
」
の
被
保
険
者
証

〇
有
効
期
間
は
、
令
和
4
年
8
月
1
日
か
ら

令
和
4
年
9
月
30
日
ま
で
。

2
回
目
▼
9
月
中
旬
ご
ろ
郵
送

〇
「
だ
い
だ
い
色
」
の
被
保
険
者
証

〇
有
効
期
間
は
、
令
和
4
年
10
月
1
日
か
ら

令
和
5
年
7
月
31
日
ま
で
。

■
令
和
4
年
10
月
1
日
か
ら
、
一
部
負
担
金

の
割
合
が
変
わ
る
人
が
い
ま
す
　

　制
度
改
正
に
伴
い
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
1
割
」
、
「
3
割
」
に
新
た

に
「
2
割
」
が
加
わ
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
「
1
割
」
だ
っ
た
人
も
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
と
「
2
割
」
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
「
2
割
」
に
な
る
か
ど
う
か
は
8
月
下
旬

ご
ろ
か
ら
確
認
で
き
る
予
定
で
す
。

「
2
割
」
に
関
す
る
問
合
せ（
7
月
か
ら
）▼

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
2
7

－

3
3
1

－

9
1
3
3
）

■「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
に
つ

い
て　保

険
医
療
機
関
な
ど
で
提
示
す
る
と
、
医

療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。

　認
定
証
の
交
付
を
す
で
に
受
け
て
い
る
人

で
、
引
き
続
き
次
の
条
件
を
満
た
す
人
に

は
、
申
請
手
続
を
省
略
し
、
被
保
険
者
証
と

一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

〇
一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
1
割
」
の
人

　世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

〇
一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
2
割
」
の
人

　申
請
の
必
要
が
な
く
、
被
保
険
者
証
の
提

示
だ
け
で
、
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

〇
一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
3
割
」
の
人

　同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

全
員
の
住
民
税
課
税
所
得
が
い
ず
れ
も
６
９

０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

①
普
通
徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）の
人

・
7
月
中
旬
ご
ろ
保
険
料
決
定
通
知
書
を
む

ら
さ
き
色
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

②
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
人

・
8
月
上
旬
ご
ろ
保
険
料
決
定
通
知
書
を
圧

着
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
。

③
普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
両
方（
併
徴
）の
人

・
7
月
中
旬
ご
ろ
保
険
料
決
定
通
知
書
を
む

ら
さ
き
色
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

■
令
和
4
・
5
年
度
の
保
険
料
率
が
変
わ
り

ま
し
た

⑴
均
等
割
額（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

4
3
，
6
0
0
円
　↓
　4
5
，
7
0
0
円

⑵
所
得
割
率（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

8
・
60
％
　↓
　8
・
89
％

⑶
年
間
上
限
額（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

64
万
円
　↓
　66
万
円

■
軽
減
後
の
均
等
割
額
が
変
わ
り
ま
す

⑴
7
割
軽
減（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

1
3
，
0
8
0
円
　↓
　1
3
，
7
1
0
円

⑵
5
割
軽
減（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

2
1
，
8
0
0
円
　↓
　2
2
，
8
5
0
円

⑶
2
割
軽
減（
変
更
前
　↓
　変
更
後
）

3
4
，
8
8
0
円
　↓
　3
6
，
5
6
0
円

　各
制
度
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
群
馬

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
新
し
い
被
保
険
者
証
と
一

緒
に
郵
送
さ
れ
る
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　時
　間

午
前
9
時
〜
10
時

午
後
2
時
〜
3
時

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

午
後
2
時
〜
3
時

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
2
時
〜
3
時

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
3
時

午
前
9
時
〜
10
時

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

午
後
2
時
〜
3
時

日
　程

7月25日

（月）

7月26日

（火）

7月27日

（水）

7月28日

（木）

7月29日

（金）

　
　
　
　
　会
　場

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

東
横
野
公
民
館

細
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

九
十
九
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
九
十
九
創
作
館
）

西
横
野
定
住
セ
ン
タ
ー

入
牧
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

碓
氷
峠
く
つ
ろ
ぎ
の
郷

（
屋
内
交
流
広
場
）

旧
臼
井
小
学
校

秋
間
公
民
館

岩
野
谷
公
民
館

い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

磯
部
公
民
館

後
閑
公
民
館

原
市
公
民
館

令和4年度　大腸がん検診容器配布日程

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

▲1回目は、7月中旬ごろに
「うすいみどり色」の封筒で郵送します▲1回目は「みず色」です

▲2回目は「だいだい色」です
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国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証
交
付
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

区　分

一　般＊

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）
外来＋入院
（世帯単位）

現役並みⅢ＊
（課税所得690万円以上）

252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％
〈4回目以降：140,100円〉

167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％
〈4回目以降：93,000円〉

※18,000円
年間上限144,000円

57,600円
〈4回目以降：44,400円〉

24,600円
15,000円

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上690万円未満）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
〈4回目以降：44,400円〉

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上380万円未満）

外来（個人単位）

8,000円

35,400円
〈4回目以降：24,600円〉

57,600円
〈4回目以降：44,400円〉

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

〈4回目以降：44,400円〉

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％

〈4回目以降：93,000円〉

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％

〈4回目以降：140,100円〉

自己負担限度額（月額）所得要件区分
70歳未満の人

70歳から74歳の人

入院時食事療養費標準負担額

ア

イ

ウ

エ

オ

基礎控除後の所得
901万円超の世帯
基礎控除後の所得

600万円超～
901万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円超～
600万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円以下の世帯
住民税非課税の世帯

対　象

一般（下記以外の人）

1食あたり
の負担額

460円

210円

160円

100円

非課税
（70歳以
上は低所
得者Ⅱ）

90日まで
の入院

過去12か月
で90日を
超える入院

70歳以上で低所得者Ⅰ

　入
院
や
外
来
で
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負

担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定
証
や
、
食

事
代
が
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
、
申
請
に
よ

り
交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
の
認
定
証

は
7
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ
に
な
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
使
用
す
る
人
は
再
度
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の
1
日
か
ら

適
用
に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
で
「
現
役
並
み

Ⅲ
」
と
「
一
般
」
の
区
分
の
人
は
、
保
険
証

兼
高
齢
受
給
者
証
が
認
定
証
の
代
わ
り
に
な

り
ま
す
の
で
、
認
定
証
の
申
請
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
認
定
証（
す
で
に
交
付
済
の
も
の
）

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」（
も
し
く
は

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転
免
許
証
な
ど
の

「
公
的
な
写
真
付
身
分
証
明
」
）

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
限

度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

※
下
表
の
〈
　〉
内
は
、
過
去
12
か
月
間
で

4
回
以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場

合
の
額
で
す

※
70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
所
得
の
申
告

が
な
い
場
合
、
区
分
「
ア
」
と
し
て
扱
い
ま

す※
原
則
、
1
つ
の
医
療
機
関
で
支
払
う
1
か

月
の
金
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す

※
2
つ
以
上
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

に
は
、
高
額
療
養
費
の
申
請
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す

※
特
例
対
象
被
保
険
者（
解
雇
や
倒
産
な
ど

で
職
を
失
っ
た
失
業
者
）軽
減
措
置
に
該
当

す
る
人
の
世
帯
は
、
負
担
区
分
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
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new
s 国

民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 住

民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

○
新
し
い
保
険
証
を
7
月
下
旬
に
、
世
帯
主

あ
て
に
郵
送
し
ま
す

・
対
象
は
、
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
す
。

・
世
帯
員
全
員
分
を
同
封
し
て
送
り
ま
す
。

・
保
険
証
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
内
容
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

・
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
問
合

せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
証
の
有
効
期
限
は
生
年
月
日
に
よ
り

左
表
の
と
お
り
で
す（
国
民
健
康
保
険
税
に

滞
納
が
あ
る
世
帯
を
除
く
）。

○
簡
易
書
留
郵
便
で
の
送
付

　簡
易
書
留
郵
便
で
の
送
付
を
希
望
す
る
人

は
、
次
の
期
間
中
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

受
付
期
間
▼

7
月
1
日（
金
）〜
7
日（
木
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

受
付
場
所
▼

□本 
国
保
年
金
課
国
保
係

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

持
参
す
る
も
の
▼
保
険
証

○
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
の
一
体
化
に
つ

い
て　こ

れ
ま
で
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
が
医

療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、
「
保
険
証
」
と

負
担
割
合
の
記
載
さ
れ
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
の
2
枚
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
の
更
新
か
ら
自
己
負
担
割
合

（
2
割
・
3
割
）が
記
載
さ
れ
た
「
保
険
証
兼

高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
、
1
枚
で
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　自
己
負
担
割
合
は
令
和
3
年
の
所
得
な
ど

に
よ
り
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
に
つ
い
て

　期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、
市
に
返
却
す

る
か
、
ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
税
を

　
　
　
　
　
　
　き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

・
国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
医
療
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
有
効

期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
が
交
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
国

民
健
康
保
険
税
を
1
年
以
上
滞
納
し
て
い
る

人
に
は
、
保
険
証
の
代
わ
り
に
「
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま

す
。
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
た
人
が

診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
医
療
機
関
に
医
療

費
の
全
額
を
支
払
い
、
あ
と
で
申
請
に
よ
り

保
険
給
付（
7
割
か
ら
8
割
）を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
は
納
期
ま
で
に
納
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

new
s

　
　
　
　有
　効
　期
　限

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日

（
※
1
）

70
歳
の
誕
生
日
が
1
日
の
人
：

誕
生
日
の
前
日

70
歳
の
誕
生
日
が
2
日
〜
月
末
の
人
：

誕
生
日
の
月
末

（
※
2
）

令
和
5
年
7
月
31
日

令
和
5
年
7
月
31
日

　
　
　
　
　生
　年
　月
　日

昭
和
22
年
8
月
2
日

　
　
　〜
昭
和
23
年
7
月
31
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
23
年
8
月
1
日

　
　
　〜
昭
和
27
年
8
月
1
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
28
年
8
月
1
日
以
降
生
ま
れ
の
人

昭
和
27
年
8
月
2
日

　
　
　〜
昭
和
28
年
7
月
31
日
生
ま
れ
の
人

※
1
…
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
と
な
り
ま
す

※
2
…
有
効
期
限
の
翌
日
か
ら
保
険
証
が
「
保
険
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」
に
切
り
替
わ
る
た
め
、
有
効

期
限
に
合
わ
せ
て
別
途
郵
送
し
ま
す

＊…認定証の申請は必要なし



国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証
交
付
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

区　分

一　般＊

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）
外来＋入院
（世帯単位）

現役並みⅢ＊
（課税所得690万円以上）

252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％
〈4回目以降：140,100円〉

167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％
〈4回目以降：93,000円〉

※18,000円
年間上限144,000円

57,600円
〈4回目以降：44,400円〉

24,600円
15,000円

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上690万円未満）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
〈4回目以降：44,400円〉

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上380万円未満）

外来（個人単位）

8,000円

35,400円
〈4回目以降：24,600円〉

57,600円
〈4回目以降：44,400円〉

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

〈4回目以降：44,400円〉

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％

〈4回目以降：93,000円〉

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％

〈4回目以降：140,100円〉

自己負担限度額（月額）所得要件区分
70歳未満の人

70歳から74歳の人

入院時食事療養費標準負担額

ア

イ

ウ

エ

オ

基礎控除後の所得
901万円超の世帯
基礎控除後の所得

600万円超～
901万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円超～
600万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円以下の世帯
住民税非課税の世帯

対　象

一般（下記以外の人）

1食あたり
の負担額

460円

210円

160円

100円

非課税
（70歳以
上は低所
得者Ⅱ）

90日まで
の入院

過去12か月
で90日を
超える入院

70歳以上で低所得者Ⅰ

　入
院
や
外
来
で
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負

担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定
証
や
、
食

事
代
が
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
、
申
請
に
よ

り
交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
の
認
定
証

は
7
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ
に
な
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
使
用
す
る
人
は
再
度
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の
1
日
か
ら

適
用
に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
で
「
現
役
並
み

Ⅲ
」
と
「
一
般
」
の
区
分
の
人
は
、
保
険
証

兼
高
齢
受
給
者
証
が
認
定
証
の
代
わ
り
に
な

り
ま
す
の
で
、
認
定
証
の
申
請
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
認
定
証（
す
で
に
交
付
済
の
も
の
）

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」（
も
し
く
は

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転
免
許
証
な
ど
の

「
公
的
な
写
真
付
身
分
証
明
」
）

※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
限

度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

※
下
表
の
〈
　〉
内
は
、
過
去
12
か
月
間
で

4
回
以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場

合
の
額
で
す

※
70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
所
得
の
申
告

が
な
い
場
合
、
区
分
「
ア
」
と
し
て
扱
い
ま

す※
原
則
、
1
つ
の
医
療
機
関
で
支
払
う
1
か

月
の
金
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す

※
2
つ
以
上
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

に
は
、
高
額
療
養
費
の
申
請
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す

※
特
例
対
象
被
保
険
者（
解
雇
や
倒
産
な
ど

で
職
を
失
っ
た
失
業
者
）軽
減
措
置
に
該
当

す
る
人
の
世
帯
は
、
負
担
区
分
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
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new
s 国

民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 住

民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

○
新
し
い
保
険
証
を
7
月
下
旬
に
、
世
帯
主

あ
て
に
郵
送
し
ま
す

・
対
象
は
、
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
す
。

・
世
帯
員
全
員
分
を
同
封
し
て
送
り
ま
す
。

・
保
険
証
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
内
容
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

・
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
問
合

せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
証
の
有
効
期
限
は
生
年
月
日
に
よ
り

左
表
の
と
お
り
で
す（
国
民
健
康
保
険
税
に

滞
納
が
あ
る
世
帯
を
除
く
）。

○
簡
易
書
留
郵
便
で
の
送
付

　簡
易
書
留
郵
便
で
の
送
付
を
希
望
す
る
人

は
、
次
の
期
間
中
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

受
付
期
間
▼

7
月
1
日（
金
）〜
7
日（
木
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

受
付
場
所
▼

□本 

国
保
年
金
課
国
保
係

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

持
参
す
る
も
の
▼
保
険
証

○
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
の
一
体
化
に
つ

い
て　こ

れ
ま
で
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
が
医

療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、
「
保
険
証
」
と

負
担
割
合
の
記
載
さ
れ
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
の
2
枚
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
の
更
新
か
ら
自
己
負
担
割
合

（
2
割
・
3
割
）が
記
載
さ
れ
た
「
保
険
証
兼

高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
、
1
枚
で
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　自
己
負
担
割
合
は
令
和
3
年
の
所
得
な
ど

に
よ
り
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
に
つ
い
て

　期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
、
市
に
返
却
す

る
か
、
ご
自
身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
税
を

　
　
　
　
　
　
　き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

・
国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
医
療
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
有
効

期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
が
交
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
国

民
健
康
保
険
税
を
1
年
以
上
滞
納
し
て
い
る

人
に
は
、
保
険
証
の
代
わ
り
に
「
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま

す
。
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
た
人
が

診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
医
療
機
関
に
医
療

費
の
全
額
を
支
払
い
、
あ
と
で
申
請
に
よ
り

保
険
給
付（
7
割
か
ら
8
割
）を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
は
納
期
ま
で
に
納
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

new
s

　
　
　
　有
　効
　期
　限

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日

（
※
1
）

70
歳
の
誕
生
日
が
1
日
の
人
：

誕
生
日
の
前
日

70
歳
の
誕
生
日
が
2
日
〜
月
末
の
人
：

誕
生
日
の
月
末

（
※
2
）

令
和
5
年
7
月
31
日

令
和
5
年
7
月
31
日

　
　
　
　
　生
　年
　月
　日

昭
和
22
年
8
月
2
日

　
　
　〜
昭
和
23
年
7
月
31
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
23
年
8
月
1
日

　
　
　〜
昭
和
27
年
8
月
1
日
生
ま
れ
の
人

昭
和
28
年
8
月
1
日
以
降
生
ま
れ
の
人

昭
和
27
年
8
月
2
日

　
　
　〜
昭
和
28
年
7
月
31
日
生
ま
れ
の
人

※
1
…
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
と
な
り
ま
す

※
2
…
有
効
期
限
の
翌
日
か
ら
保
険
証
が
「
保
険
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」
に
切
り
替
わ
る
た
め
、
有
効

期
限
に
合
わ
せ
て
別
途
郵
送
し
ま
す

＊…認定証の申請は必要なし
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安
中
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　推
進
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　安
中
市
長
　岩 

井
　均

　『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
と
は
、

「
社
明
運
動
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
法

務
省
の
主
唱
に
よ
り
本
年
度
で
72
回
目
を

迎
え
ま
す
。
「
更
生
保
護
の
日
」
で
あ
る

7
月
1
日
か
ら
1
か
月
間
を
強
調
月
間
と

し
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
、
再
び
地
域

社
会
に
受
け
入
れ
、
望
ま
な
い
孤
独
や
社

会
的
孤
立
な
ど
の
生
き
づ
ら
さ
と
い
う
課

題
に
我
が
事
と
し
て
か
か
わ
る
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
方
に
活
動
の
趣
旨
で
あ
る
『
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
』
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
こ
の
社
明
運
動
の
推
進
に
ご
協
力
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
点
事
項

　犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排

除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け

入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
に
向
け
、
次
の

5
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
ま
し
た
。

〇
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支

え
、
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

更
生
保
護
の
活
動
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
も
活
用
す
る
な
ど
し
て
広
く
周
知

し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取
組

〇
犯
罪
や
非
行
の
防
止
や
、
犯
罪
や
非
行
を

し
た
人
の
立
ち
直
り
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
協
力

の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
多
く
の
人
に

協
力
者
と
し
て
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
の
取
組

〇
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会
、
日
本
B
Ｂ

Ｓ
会
員
、
協
力
雇
用
主
な
ど
の
更
生
保
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
り
手
を
増
や
す
た
め
の
取

組〇
民
間
協
力
者
と
地
方
公
共
団
体
と
国
と
の

連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
が
、
仕
事
、
居
住
、
教
育
、
保
健
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
し
必
要
な
支
援
を

受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
る
取
組

〇
犯
罪
や
非
行
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
若
い

人
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
期
す
る
取
組

市
の
活
動
状
況
お
よ
び
予
定

〇
第
72
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
安

中
市
推
進
委
員
会（
6
月
23
日
実
施
）

〇
募
金
活
動
の
実
施（
7
月
1
日
か
ら
9
月

30
日
）

〇
社
明
街
頭
広
報
活
動
・
パ
レ
ー
ド
な
ど

（
7
月
）

〇
薬
物
乱
用
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
実

施
未
定
）

〇
中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
6
月
、
7

月
）

〇
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
の
募
集
・

審
査
会（
7
〜
9
月
）〈
小
・
中
学
生
対
象
〉

第
71
回
募
金
結
果
報
告

　昨
年
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
3
か

月
に
わ
た
り
実
施
し
た
、
第
71
回
〝
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
〞
募
金
活
動
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

多
大
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　お

預
か
り
し
た
募
金
は
、
更
生
保
護
施
設

や
自
主
準
備
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
や
し
お
り
人

形
作
成
・
配
布
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止

な
ど
同
運
動
の
事
業
費
と
し
て
、
保
護
司

会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
協
力
事
業
主
会
、

各
地
域
の
活
動
費
と
し
て
配
分
し
ま
し
た
。

　募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
対

し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

運
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
機
関・団
体
名

安
中
市

安
中
市
議
会
　

安
中
市
教
育
委
員
会

安
中
市
区
長
会

安
中
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会

安
中
地
区
更
生
保
護
女
性
会

安
中
地
区
協
力
事
業
主
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
活
動
支

援
機
構

安
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

安
中
市
内
関
係
機
関
団
体
な
ど

（
順
不
同
）

※
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
よ
り
、
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〞
の
募
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
安
中
（
☎
３
２
９

－

７
１
０
０
）

主
唱
　法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

　　　　　　　　　　　　※数字は5月16日現在
▲安中市保護区保護観察対象者（単位：人）

　　  ※前年繰越金7,111円を含む
▲募金の使い道（令和3年度）

使　途
14地区支部助成金

更生3団体活動配分金
学校対象広報活動費
一般対象広報活動費

（うちわ、ポスターなど）
事務費

（用紙代、郵便代など）
次年度繰越金

合　計

金額（円）  
636,062
630,000
740,260

124,170

13,304

16,657
2,160,453

本

new
s

new
s

保護観察少年（1号観察）
少年院仮退院者（2号観察）

仮出所者（3号観察）
保護観察付執行猶予者（4号観察）

小　　　計

環境調整　　　　　刑務所
　　　　　　　　　少年院

小　　　計
総　　　計

保護司1人あたりの担当数

R3
2
0
0
5
7
10
0
10
17

0.49

R4
2
0
2
5
9
11
0
11
20

0.54

　地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
、

主
に
市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
り
、
皆
さ
ん

の
大
切
な
財
産
で
あ
る
土
地
登
記
の
単
位
と

な
る
一
筆
ご
と
の
土
地
を
調
査
、
測
量
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
成
果
は
法
務
局

（
登
記
所
）に
送
付
さ
れ
、
登
記
簿
と
地
図

（
公
図
）と
し
て
備
え
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
不
動
産
登
記
の
精
度
が
高
ま
り
、
そ
の

後
の
土
地
取
引
の
円
滑
化
や
行
政
の
効
率
化

に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
地
籍
調

査
を
実
施
す
る
区
域
は
、
毎
年
度
に
小
字
単

位
を
目
安
に
実
施
地
区
を
決
め
て
進
め
て
い

ま
す
。

　実
施
区
域
お
よ
び
そ
の
隣
接
の
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
後
に
説
明
会
開
催
の
通

知
を
し
ま
す
の
で
、
事
業
の
推
進
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

地
籍
調
査
実
施
区
域
の
お
知
ら
せ

地
籍
調
査
実
施
区
域
の
お
知
ら
せ

農
林
課
農
村
整
備
係
（
☎
内
線
2
6
1
5
）

松

　健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
が
少
な
い
若
年

層
を
対
象
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
を
実
施
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　な

お
、
妊
娠
中
の
人
や
勤
務
先
な
ど
で
健

診
を
受
け
る
機
会
の
あ
る
人
は
、
か
か
り
つ

け
医
か
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　実
施
場
所
は
、
40
歳
以
上
の
人
が
対
象
の

市
国
保
の
健
診
と
同
じ
会
場
で
す
。
時
間
帯

に
よ
っ
て
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
昭
和
58
年
4
月
1

日
〜
平
成
16
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
人

健
診
内
容
▼
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
医
師
の
診
察
・
血
液
検
査（
血
糖
・
脂

質
・
肝
機
能
・
貧
血
）

費
用
▼
1
，
0
2
0
円

（
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

定
員
▼
先
着
70
人

※
募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い

実
施
日
時
・
場
所
▼

注
意
点
▼

　発
熱
や
咳
・
鼻
水
・
下
痢
な
ど
、
体
調
の

悪
い
人
、
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
検

診
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に

よ
っ
て
は
変
更
・
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

募
集
期
間
・
申
込
方
法
▼

7
月
4
日（
月
）〜
10
月
28
日（
金
）

下
記
の
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
度
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」
の

　
　
　
　
　
　
　希
望
者
を
募
集
し
ま
す

令
和
4
年
度
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」
の

　
　
　
　
　
　
　希
望
者
を
募
集
し
ま
す

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

health

　日
　程

8
月
25
日（
木
）

9
月
13
日（
火
）

9
月
22
日（
木
）

9
月
25
日（
日
）

9
月
29
日（
木
）

10
月
16
日（
日
）

10
月
27
日（
木
）

９
月
11
日（
日
）

10
月
4
日（
火
）

10
月
31
日（
月
）

会
　場

受
付
時
間

令和4年度の実施区域
安中市松井田町五料 雛貝戸・瀧名田の一部Ⅰ

（実施区域図を参照ください）
○事前準備などのため、実施区域およびその周辺には測量業者

など関係者が立ち入ることがあります。ご了承ください。
○来年度は松井田町五料 瀧名田の一部Ⅱ・中河原を予定してい

ます。

安中市保健センター

午前8時30分～11時
（番号札は午前8時から配布）

　松井田保
健センター □本 □松 
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安
中
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　推
進
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　安
中
市
長
　岩 

井
　均

　『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
と
は
、

「
社
明
運
動
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
法

務
省
の
主
唱
に
よ
り
本
年
度
で
72
回
目
を

迎
え
ま
す
。
「
更
生
保
護
の
日
」
で
あ
る

7
月
1
日
か
ら
1
か
月
間
を
強
調
月
間
と

し
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
、
再
び
地
域

社
会
に
受
け
入
れ
、
望
ま
な
い
孤
独
や
社

会
的
孤
立
な
ど
の
生
き
づ
ら
さ
と
い
う
課

題
に
我
が
事
と
し
て
か
か
わ
る
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
方
に
活
動
の
趣
旨
で
あ
る
『
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
』
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
こ
の
社
明
運
動
の
推
進
に
ご
協
力
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
点
事
項

　犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排

除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け

入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
に
向
け
、
次
の

5
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
ま
し
た
。

〇
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支

え
、
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

更
生
保
護
の
活
動
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
も
活
用
す
る
な
ど
し
て
広
く
周
知

し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取
組

〇
犯
罪
や
非
行
の
防
止
や
、
犯
罪
や
非
行
を

し
た
人
の
立
ち
直
り
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
協
力

の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
多
く
の
人
に

協
力
者
と
し
て
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
の
取
組

〇
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会
、
日
本
B
Ｂ

Ｓ
会
員
、
協
力
雇
用
主
な
ど
の
更
生
保
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
な
り
手
を
増
や
す
た
め
の
取

組〇
民
間
協
力
者
と
地
方
公
共
団
体
と
国
と
の

連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
が
、
仕
事
、
居
住
、
教
育
、
保
健
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
し
必
要
な
支
援
を

受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
る
取
組

〇
犯
罪
や
非
行
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
若
い

人
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
期
す
る
取
組

市
の
活
動
状
況
お
よ
び
予
定

〇
第
72
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
安

中
市
推
進
委
員
会（
6
月
23
日
実
施
）

〇
募
金
活
動
の
実
施（
7
月
1
日
か
ら
9
月

30
日
）

〇
社
明
街
頭
広
報
活
動
・
パ
レ
ー
ド
な
ど

（
7
月
）

〇
薬
物
乱
用
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
実

施
未
定
）

〇
中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
6
月
、
7

月
）

〇
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
の
募
集
・

審
査
会（
7
〜
9
月
）〈
小
・
中
学
生
対
象
〉

第
71
回
募
金
結
果
報
告

　昨
年
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
3
か

月
に
わ
た
り
実
施
し
た
、
第
71
回
〝
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
〞
募
金
活
動
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

多
大
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　お

預
か
り
し
た
募
金
は
、
更
生
保
護
施
設

や
自
主
準
備
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
や
し
お
り
人

形
作
成
・
配
布
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止

な
ど
同
運
動
の
事
業
費
と
し
て
、
保
護
司

会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
協
力
事
業
主
会
、

各
地
域
の
活
動
費
と
し
て
配
分
し
ま
し
た
。

　募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
対

し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

運
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
機
関・団
体
名

安
中
市

安
中
市
議
会
　

安
中
市
教
育
委
員
会

安
中
市
区
長
会

安
中
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会

安
中
地
区
更
生
保
護
女
性
会

安
中
地
区
協
力
事
業
主
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
活
動
支

援
機
構

安
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

安
中
市
内
関
係
機
関
団
体
な
ど

（
順
不
同
）

※
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
よ
り
、
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〞
の
募
金
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
安
中
（
☎
３
２
９

－

７
１
０
０
）

主
唱
　法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

　　　　　　　　　　　　※数字は5月16日現在
▲安中市保護区保護観察対象者（単位：人）

　　  ※前年繰越金7,111円を含む
▲募金の使い道（令和3年度）

使　途
14地区支部助成金

更生3団体活動配分金
学校対象広報活動費
一般対象広報活動費

（うちわ、ポスターなど）
事務費

（用紙代、郵便代など）
次年度繰越金

合　計

金額（円）  
636,062
630,000
740,260

124,170

13,304

16,657
2,160,453

本

new
s

new
s

保護観察少年（1号観察）
少年院仮退院者（2号観察）

仮出所者（3号観察）
保護観察付執行猶予者（4号観察）

小　　　計

環境調整　　　　　刑務所
　　　　　　　　　少年院

小　　　計
総　　　計

保護司1人あたりの担当数

R3
2
0
0
5
7
10
0
10
17

0.49

R4
2
0
2
5
9
11
0
11
20

0.54

　地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
、

主
に
市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
り
、
皆
さ
ん

の
大
切
な
財
産
で
あ
る
土
地
登
記
の
単
位
と

な
る
一
筆
ご
と
の
土
地
を
調
査
、
測
量
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
成
果
は
法
務
局

（
登
記
所
）に
送
付
さ
れ
、
登
記
簿
と
地
図

（
公
図
）と
し
て
備
え
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
不
動
産
登
記
の
精
度
が
高
ま
り
、
そ
の

後
の
土
地
取
引
の
円
滑
化
や
行
政
の
効
率
化

に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
地
籍
調

査
を
実
施
す
る
区
域
は
、
毎
年
度
に
小
字
単

位
を
目
安
に
実
施
地
区
を
決
め
て
進
め
て
い

ま
す
。

　実
施
区
域
お
よ
び
そ
の
隣
接
の
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
後
に
説
明
会
開
催
の
通

知
を
し
ま
す
の
で
、
事
業
の
推
進
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

地
籍
調
査
実
施
区
域
の
お
知
ら
せ

地
籍
調
査
実
施
区
域
の
お
知
ら
せ

農
林
課
農
村
整
備
係
（
☎
内
線
2
6
1
5
）

松

　健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
が
少
な
い
若
年

層
を
対
象
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
を
実
施
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　な

お
、
妊
娠
中
の
人
や
勤
務
先
な
ど
で
健

診
を
受
け
る
機
会
の
あ
る
人
は
、
か
か
り
つ

け
医
か
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　実
施
場
所
は
、
40
歳
以
上
の
人
が
対
象
の

市
国
保
の
健
診
と
同
じ
会
場
で
す
。
時
間
帯

に
よ
っ
て
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
昭
和
58
年
4
月
1

日
〜
平
成
16
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
人

健
診
内
容
▼
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
医
師
の
診
察
・
血
液
検
査（
血
糖
・
脂

質
・
肝
機
能
・
貧
血
）

費
用
▼
1
，
0
2
0
円

（
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

定
員
▼
先
着
70
人

※
募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い

実
施
日
時
・
場
所
▼

注
意
点
▼

　発
熱
や
咳
・
鼻
水
・
下
痢
な
ど
、
体
調
の

悪
い
人
、
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
検

診
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に

よ
っ
て
は
変
更
・
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

募
集
期
間
・
申
込
方
法
▼

7
月
4
日（
月
）〜
10
月
28
日（
金
）

下
記
の
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
4
年
度
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」
の

　
　
　
　
　
　
　希
望
者
を
募
集
し
ま
す

令
和
4
年
度
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」
の

　
　
　
　
　
　
　希
望
者
を
募
集
し
ま
す

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

本

health

　日
　程

8
月
25
日（
木
）

9
月
13
日（
火
）

9
月
22
日（
木
）

9
月
25
日（
日
）

9
月
29
日（
木
）

10
月
16
日（
日
）

10
月
27
日（
木
）

９
月
11
日（
日
）

10
月
4
日（
火
）

10
月
31
日（
月
）

会
　場

受
付
時
間

令和4年度の実施区域
安中市松井田町五料 雛貝戸・瀧名田の一部Ⅰ

（実施区域図を参照ください）
○事前準備などのため、実施区域およびその周辺には測量業者

など関係者が立ち入ることがあります。ご了承ください。
○来年度は松井田町五料 瀧名田の一部Ⅱ・中河原を予定してい

ます。

安中市保健センター

午前8時30分～11時
（番号札は午前8時から配布）

　松井田保
健センター □本 □松 
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Zoom UpZoom Up

西松井田駅駐車場の除草作業
　松井田地区のボランティアグループ「カ
ンナの会」による除草作業が、西松井田駅
の市営駐車場で行われました。この取り組
みは毎年2～3回実施され、約25年前より続
けられています。

全国大会に出場します
　碓東オールスターズの皆さんが、高円宮
杯第42回全日本学童軟式野球大会群馬県大
会において第3位となり、阿波おどりカップ
全国学童軟式野球大会2022に出場すること
になりました。全国大会での皆さんの活躍
を期待しています。

被害者支援パネル展示実施
　5月16日から3日間、□松市民ロビーで、群
馬県警・被害者支援センターすてっぷぐん
ま主催による犯罪被害者等支援に関するパ
ネル展示が行われました。□本市民相談室で
は、すてっぷぐんまのメモ帳を配布してい
ますので、ご自由にお持ちください。

5
10

月

日

5
23

月

日

5
16

月

日

5
27

月

日

福島県相馬市災害派遣業務 出発式
　令和4年3月に発生した地震で大きな被害
を受けた福島県相馬市に、被災家屋の調査
を行うため、市職員を派遣しました。災害
派遣業務出発式で、4人の派遣職員はそれぞ
れ抱負を述べました。

企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
　ベストセレクション株式会社（埼玉県所沢
市）から企業版ふるさと納税制度による寄附
をいただきました。寄附金は、企業の意向に
より、子どもの成長を地域で見守る環境を
つくる事業に活用します。

市消防隊水防訓練
　西毛総合運動公園野球場東側広場で市消
防隊水防訓練が実施されました。水災から
市民を守ることを目的に、杭ごしらえや土
のう作り、チェーンソーの取扱いなど、さ
まざまな訓練を行いました。

5
20

月

日

5
29

月

日

音声筆談・多言語翻訳のタブレット端末を導入しました

おしごと通信 Vol.32
あんなかの

安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、マスク着用や
パーティション設置など感染症対策を継続して行っています。そ
れにより難聴の傾向がある人や、聴覚に障害がある人にとって職
員の声が聞き取りにくい状況が発生しています。
　また、さまざまな支援やワクチン接種などに関する外国人から
の相談も増加しており、その言語も多岐にわたっています。
　これらの状況に対応するため、会話の内容を字幕表示するタブ
レット端末を導入しました。KOTOBALというアプリで、話した
内容が即時に画面上に表示されます。日本語のほか、英語やベト
ナム語など31か国語を翻訳し、表示・発音することができます。
タブレットは庁内外に持ち運んで利用できるため、窓口対応だけ
でなくさまざまなシーンで使用することができます。実際に利用
した人からは、「筆談よりも楽」「楽しく会話することができた」
などの声をいただいています。
　今後も「誰一人取り残さない、人にやさしいデジタル化」への
取り組みを進めていきます。

　「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
地
域
の
農
地

利
用
の
確
認
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
お
よ

び
発
生
防
止
・
解
消
、
ま
た
、
農
地
の
違
反

転
用
防
止
と
早
期
発
見
を
目
的
と
し
、
全
国

の
農
業
委
員
会
組
織
で
統
一
し
て
実
施
し
ま

す
。

実
施
期
間
▼
7
月
〜
11
月

対
象
農
地
▼
市
内
す
べ
て
の
農
地

実
施
内
容
▼

①
遊
休
農
地
お
よ
び
耕
作
者
が
不
在
ま
た
は

不
在
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
農
地
の
把
握

②
農
地
法
の
許
可（
届
出
）案
件
の
履
行
状
況

の
確
認

③
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
お
よ
び
農
地

中
間
管
理
事
業
に
よ
る
利
用
権
設
定
等
農
地

の
利
用
状
況
の
確
認

④
農
地
の
違
反
転
用
の
発
生
防
止
と
早
期
発

見
・
是
正

⑤
相
続
税
ま
た
は
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
る
農
地
の
利
用
状
況
の

確
認

⑥
営
農
型
発
電
設
備（
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
）

の
設
置
に
係
る
下
部
農
地
に
お
け
る
適
切
な

営
農
状
況
の
確
認

⑦
農
業
者
年
金
制
度
に
係
る
特
定
処
分
対
象

農
地
お
よ
び
加
算
対
象
農
地
な
ど
の
利
用
状

況
の
確
認

そ
の
他
▼

　実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
全
国
農
業
会
議
所

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）実
施

要
領
に
準
拠
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　草
刈
り
や
耕
起
な
ど
に
よ
り
、
農
地
を
再

生
し
利
用
す
る
か
、
い
つ
で
も
耕
作
可
能
な

状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

農
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
へ

　農
地
の
遊
休
化
が
進
む
と
、
害
虫
の
温
床

や
有
害
鳥
獣
の
住
処
、
火
災
の
発
生
源
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
危
険
で
す
。

　ま
た
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
場
所
に
な
る

こ
と
も
あ
り
、
周
辺
の
農
地
や
住
民
に
大
変

な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
除
草

や
草
刈
り
、
病
害
虫
駆
除
な
ど
の
農
地
の
適

正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　遊
休
農
地
を
放
置
し
た
ま
ま
の
農
地
所
有

者
に
対
し
て
、
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
農
地

中
間
管
理
機
構
と
協
議
す
る
よ
う
に
農
業
委

員
会
が
勧
告
を
実
施
し
、
そ
れ
に
応
じ
な
い

場
合
に
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
実
施
し
ま
す

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
実
施
し
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
内
線
１
４
５
２
）

本
new

s

問合せ▶　秘書政策課政策推進室（☎内線1015）本

コ　ト　バ　ル
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Zoom UpZoom Up

西松井田駅駐車場の除草作業
　松井田地区のボランティアグループ「カ
ンナの会」による除草作業が、西松井田駅
の市営駐車場で行われました。この取り組
みは毎年2～3回実施され、約25年前より続
けられています。

全国大会に出場します
　碓東オールスターズの皆さんが、高円宮
杯第42回全日本学童軟式野球大会群馬県大
会において第3位となり、阿波おどりカップ
全国学童軟式野球大会2022に出場すること
になりました。全国大会での皆さんの活躍
を期待しています。

被害者支援パネル展示実施
　5月16日から3日間、□松市民ロビーで、群
馬県警・被害者支援センターすてっぷぐん
ま主催による犯罪被害者等支援に関するパ
ネル展示が行われました。□本市民相談室で
は、すてっぷぐんまのメモ帳を配布してい
ますので、ご自由にお持ちください。

5
10

月

日

5
23

月

日

5
16

月

日

5
27

月

日

福島県相馬市災害派遣業務 出発式
　令和4年3月に発生した地震で大きな被害
を受けた福島県相馬市に、被災家屋の調査
を行うため、市職員を派遣しました。災害
派遣業務出発式で、4人の派遣職員はそれぞ
れ抱負を述べました。

企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
　ベストセレクション株式会社（埼玉県所沢
市）から企業版ふるさと納税制度による寄附
をいただきました。寄附金は、企業の意向に
より、子どもの成長を地域で見守る環境を
つくる事業に活用します。

市消防隊水防訓練
　西毛総合運動公園野球場東側広場で市消
防隊水防訓練が実施されました。水災から
市民を守ることを目的に、杭ごしらえや土
のう作り、チェーンソーの取扱いなど、さ
まざまな訓練を行いました。

5
20

月

日

5
29

月

日

音声筆談・多言語翻訳のタブレット端末を導入しました

おしごと通信 Vol.32
あんなかの

安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、マスク着用や
パーティション設置など感染症対策を継続して行っています。そ
れにより難聴の傾向がある人や、聴覚に障害がある人にとって職
員の声が聞き取りにくい状況が発生しています。
　また、さまざまな支援やワクチン接種などに関する外国人から
の相談も増加しており、その言語も多岐にわたっています。
　これらの状況に対応するため、会話の内容を字幕表示するタブ
レット端末を導入しました。KOTOBALというアプリで、話した
内容が即時に画面上に表示されます。日本語のほか、英語やベト
ナム語など31か国語を翻訳し、表示・発音することができます。
タブレットは庁内外に持ち運んで利用できるため、窓口対応だけ
でなくさまざまなシーンで使用することができます。実際に利用
した人からは、「筆談よりも楽」「楽しく会話することができた」
などの声をいただいています。
　今後も「誰一人取り残さない、人にやさしいデジタル化」への
取り組みを進めていきます。

　「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
地
域
の
農
地

利
用
の
確
認
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
お
よ

び
発
生
防
止
・
解
消
、
ま
た
、
農
地
の
違
反

転
用
防
止
と
早
期
発
見
を
目
的
と
し
、
全
国

の
農
業
委
員
会
組
織
で
統
一
し
て
実
施
し
ま

す
。

実
施
期
間
▼
7
月
〜
11
月

対
象
農
地
▼
市
内
す
べ
て
の
農
地

実
施
内
容
▼

①
遊
休
農
地
お
よ
び
耕
作
者
が
不
在
ま
た
は

不
在
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
農
地
の
把
握

②
農
地
法
の
許
可（
届
出
）案
件
の
履
行
状
況

の
確
認

③
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
お
よ
び
農
地

中
間
管
理
事
業
に
よ
る
利
用
権
設
定
等
農
地

の
利
用
状
況
の
確
認

④
農
地
の
違
反
転
用
の
発
生
防
止
と
早
期
発

見
・
是
正

⑤
相
続
税
ま
た
は
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
る
農
地
の
利
用
状
況
の

確
認

⑥
営
農
型
発
電
設
備（
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
）

の
設
置
に
係
る
下
部
農
地
に
お
け
る
適
切
な

営
農
状
況
の
確
認

⑦
農
業
者
年
金
制
度
に
係
る
特
定
処
分
対
象

農
地
お
よ
び
加
算
対
象
農
地
な
ど
の
利
用
状

況
の
確
認

そ
の
他
▼

　実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
全
国
農
業
会
議
所

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）実
施

要
領
に
準
拠
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　草
刈
り
や
耕
起
な
ど
に
よ
り
、
農
地
を
再

生
し
利
用
す
る
か
、
い
つ
で
も
耕
作
可
能
な

状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

農
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
へ

　農
地
の
遊
休
化
が
進
む
と
、
害
虫
の
温
床

や
有
害
鳥
獣
の
住
処
、
火
災
の
発
生
源
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
危
険
で
す
。

　ま
た
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
場
所
に
な
る

こ
と
も
あ
り
、
周
辺
の
農
地
や
住
民
に
大
変

な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
除
草

や
草
刈
り
、
病
害
虫
駆
除
な
ど
の
農
地
の
適

正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　遊
休
農
地
を
放
置
し
た
ま
ま
の
農
地
所
有

者
に
対
し
て
、
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
農
地

中
間
管
理
機
構
と
協
議
す
る
よ
う
に
農
業
委

員
会
が
勧
告
を
実
施
し
、
そ
れ
に
応
じ
な
い

場
合
に
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
実
施
し
ま
す

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
実
施
し
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
内
線
１
４
５
２
）

本

new
s

問合せ▶　秘書政策課政策推進室（☎内線1015）本

コ　ト　バ　ル



安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
突
然
自
宅
を
訪
問
し
、
「
修
理
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
な
ど

と
不
安
を
あ
お
り
、
そ
の
場
で
契
約
を
結
ば
せ
る
屋
根
工
事
に
関
す
る

相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

☆
「
瓦
が
浮
い
て
い
る
」
な
ど
の
説
明
が
事
実
で
は
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
決
し
て
そ
の
場
で
は
契
約
せ
ず
、
相
手
の
言
う
こ
と
が
事
実
な
の

か
、
必
要
な
工
事
か
ど
う
か
な
ど
を
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

☆
工
事
を
頼
む
際
に
は
、
複
数
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

☆
訪
問
販
売
は
、
契
約
書
を
交
わ
し
て
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
第
1
7
2
号
か
ら
作
成
）

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
事
例
】

　
「
近
所
で
工
事
を
し
て
い
る
の
で
あ

い
さ
つ
に
来
た
」
と
訪
ね
て
き
た
男
性

か
ら
、
「
お
宅
の
屋
根
の
鬼
瓦
が
傾
い

て
い
る
の
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
隣
の

家
に
落
ち
る
と
大
変
だ
。
今
な
ら
残
っ

て
い
る
漆
く
い
を
使
っ
て
1
，
0
0
0

円
で
直
し
て
あ
げ
る
」
と
言
わ
れ
、

1
，
0
0
0
円
で
す
ぐ
直
し
て
も
ら
え

る
な
ら
、
と
修
理
を
お
願
い
し
た
。
作

業
終
了
後
「
瓦
が
浮
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
雨
漏
り
す
る
の
で
屋
根
全

体
を
工
事
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
言
わ
れ
、
雨
漏
り
し
た
ら
大
変
だ
と
慌
て

て
し
ま
い
、
約
20
万
円
の
工
事
の
契
約
を
し
た
。
し
か
し
、
冷
静
に
な
っ
て

み
る
と
契
約
を
急
ぎ
す
ぎ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た

い
。 1

，
0
0
0
円
の
は
ず
が
20
万
円
の
工
事
に
⁉ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　屋
根
工
事
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.186

〇第一中学校
自分の気持ちを消さず
まわりの意見を消さず　一人一人が主役に　波潟　恵心
「大丈夫？」　あなたの勇気で
　　　　　　　　　　　　　　増える笑顔　矢島　結愛
つなごうよ　心の三密　いつまでも　　　　小山田莉菜
一人一人の　長所と個性を　大切に　　　　福田こころ
〇第二中学校
考えて発言の前のその言葉
　　　　　　きずついてからでは遅いから　織茂　七海
嫌だったら言う　間違っていたら言う　
　　　　　　　　　　　　でも一緒にいる　大井田　智
一人じゃない　君のそばには　私がいる　　田村豊綾子
つくってない？　自分と他人との境界線　　田口　理紗
〇松井田東中学校
その言葉　自分が言われて　どう思う　　　下山　美優
いじめゼロ　みんなで守る　愛言葉　　　　佐藤　智大
考えて　あなたの言葉　大丈夫？　　　　　井口　はる
手をとって　君と僕は　歩んでく　　　　　悴田妃来々

〇松井田南中学校
ありがとう　その一言で　輝く笑顔　　　佐藤　愛桜
思いやり　みんなで埋める
　　　　　　　　　　　　幸せのパズル　佐藤　莉愛
「ありがとう」　みんなが笑顔になる　
　　　　　　　　　　　　　魔法の言葉　新津　　茜
〇松井田北中学校
悩みごと　相談しよう　あなたのために　岩井　直美
考えよう　思いやりと思い込みの境界線　武井　真尋
もう一度　考えてみよう　その言葉　　　土屋　東矢
君からもらったやさしい心　
　　　　　　今度はあなたにつなげよう　星野　　礼
思いやりの心を持って　
　　　　　　　互いへの関心を深めよう　湯本さくら
ありがとう　僕から君への　贈りもの　　吉井　青生

令和3年度人権作品集「おもいやり」標語　中学2年生

八代亜紀プレミアムコンサート
安中市文化センター自主文化事業

（本文イラスト：黒崎 玄）

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第136回

　
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
と
な
り
2
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
松
井
田
商
工
会
女

性
部
部
長
と
し
て
推
進

委
員
と
な
り
ま
し
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
私
自

身
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
詳
し
い
内
容
な

ど
分
か
ら
ぬ
ま
ま
任
命
を
受
け
た
次
第
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
「
男
女
が
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
。
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。
簡
単
そ
う
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
実
現
す
る
に
は
少
し
難
し
い
内
容
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
平
成
11
年
6
月

に
施
行
さ
れ
、
既
に
23
年
経
過
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
生
活
の
中
で
目
に
見
え
て
変
わ
っ
て
き
た

こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
変
化
も
み
ら
れ
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
、
小
学
校
入
学
に
お
け
る
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色

で
す
。
私
が
子
育
て
し
て
い
た
頃
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
男
の
子
は
黒
色
、
女
の
子
は
赤
色
で
し

た
。
最
近
で
は
色
と
り
ど
り
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
見

か
け
ま
す
。
選
択
肢
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
は
自
分
ら
し
さ
を
出
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

の
で
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
等
で
は
お
友
達
を
呼
ぶ
時
に
〇
〇
さ
ん
と

男
女
関
係
な
く
呼
び
掛
け
る
そ
う
で
す
。
先
生
か

ら
も
〇
〇
君
で
は
な
く
〇
〇
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
そ

う
で
す
。
些
細
な
こ
と
で
す
が
、
小
学
校
低
学
年

か
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
男
女
を
区
別
し
な
い

よ
う
に
な
る
の
で
良
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
男
性
も
育
児
休
暇
が
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
を
母
親
任
せ
に
せ
ず
是

非
と
も
こ
の
様
な
制
度
を
利
用
し
て
子
供
さ
ん
と

の
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
職
種
等
に
よ
っ
て
は
育
児
休
暇
の
取
得

が
困
難
な
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
男

性
で
も
自
然
と
育
児
休
暇
が
取
れ
る
社
会
に
な
る

こ
と
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
当
た
り
前
と
い
う
意
識
や

こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
固
定
概
念
を
払
拭
し
、
誰

も
が
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
る

よ
う
に
私
自
身
も
考
え
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
と
な
っ
て

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

　安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
島
　勝
美

デビュー50周年を迎えた演歌の女王・八代亜紀のスペシャルなステージをお届けします。
また、特別企画として、画家としても活躍している八代亜紀の作品も同時に展示します。
※展示鑑賞はコンサートチケット購入者のみ可能です
日時▼10月16日（日）　
開場：午後1時30分　開演：午後2時30分
場所▼安中市文化センター　ホール

（安中市安中3－9－63）
チケット▼全席指定　5,000円
※チケット購入は1人につき5枚まで
発売日▼
窓口受付：7月30日（土）午前8時30分～
電話予約：8月1日（月）午前9時～
※未就学児の入場はご遠慮ください
※新型コロナウイルスの感染状況により、中止する
場合があります
問合せ▶安中市文化センター（☎381－0586）
　　　　午前9時～午後5時（休館日を除く）



安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
突
然
自
宅
を
訪
問
し
、
「
修
理
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
な
ど

と
不
安
を
あ
お
り
、
そ
の
場
で
契
約
を
結
ば
せ
る
屋
根
工
事
に
関
す
る

相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

☆
「
瓦
が
浮
い
て
い
る
」
な
ど
の
説
明
が
事
実
で
は
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
決
し
て
そ
の
場
で
は
契
約
せ
ず
、
相
手
の
言
う
こ
と
が
事
実
な
の

か
、
必
要
な
工
事
か
ど
う
か
な
ど
を
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

☆
工
事
を
頼
む
際
に
は
、
複
数
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

☆
訪
問
販
売
は
、
契
約
書
を
交
わ
し
て
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
第
1
7
2
号
か
ら
作
成
）

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
事
例
】

　
「
近
所
で
工
事
を
し
て
い
る
の
で
あ

い
さ
つ
に
来
た
」
と
訪
ね
て
き
た
男
性

か
ら
、
「
お
宅
の
屋
根
の
鬼
瓦
が
傾
い

て
い
る
の
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
隣
の

家
に
落
ち
る
と
大
変
だ
。
今
な
ら
残
っ

て
い
る
漆
く
い
を
使
っ
て
1
，
0
0
0

円
で
直
し
て
あ
げ
る
」
と
言
わ
れ
、

1
，
0
0
0
円
で
す
ぐ
直
し
て
も
ら
え

る
な
ら
、
と
修
理
を
お
願
い
し
た
。
作

業
終
了
後
「
瓦
が
浮
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
雨
漏
り
す
る
の
で
屋
根
全

体
を
工
事
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
言
わ
れ
、
雨
漏
り
し
た
ら
大
変
だ
と
慌
て

て
し
ま
い
、
約
20
万
円
の
工
事
の
契
約
を
し
た
。
し
か
し
、
冷
静
に
な
っ
て

み
る
と
契
約
を
急
ぎ
す
ぎ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た

い
。 1

，
0
0
0
円
の
は
ず
が
20
万
円
の
工
事
に
⁉ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　屋
根
工
事
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.186

〇第一中学校
自分の気持ちを消さず
まわりの意見を消さず　一人一人が主役に　波潟　恵心
「大丈夫？」　あなたの勇気で
　　　　　　　　　　　　　　増える笑顔　矢島　結愛
つなごうよ　心の三密　いつまでも　　　　小山田莉菜
一人一人の　長所と個性を　大切に　　　　福田こころ
〇第二中学校
考えて発言の前のその言葉
　　　　　　きずついてからでは遅いから　織茂　七海
嫌だったら言う　間違っていたら言う　
　　　　　　　　　　　　でも一緒にいる　大井田　智
一人じゃない　君のそばには　私がいる　　田村豊綾子
つくってない？　自分と他人との境界線　　田口　理紗
〇松井田東中学校
その言葉　自分が言われて　どう思う　　　下山　美優
いじめゼロ　みんなで守る　愛言葉　　　　佐藤　智大
考えて　あなたの言葉　大丈夫？　　　　　井口　はる
手をとって　君と僕は　歩んでく　　　　　悴田妃来々

〇松井田南中学校
ありがとう　その一言で　輝く笑顔　　　佐藤　愛桜
思いやり　みんなで埋める
　　　　　　　　　　　　幸せのパズル　佐藤　莉愛
「ありがとう」　みんなが笑顔になる　
　　　　　　　　　　　　　魔法の言葉　新津　　茜
〇松井田北中学校
悩みごと　相談しよう　あなたのために　岩井　直美
考えよう　思いやりと思い込みの境界線　武井　真尋
もう一度　考えてみよう　その言葉　　　土屋　東矢
君からもらったやさしい心　
　　　　　　今度はあなたにつなげよう　星野　　礼
思いやりの心を持って　
　　　　　　　互いへの関心を深めよう　湯本さくら
ありがとう　僕から君への　贈りもの　　吉井　青生

令和3年度人権作品集「おもいやり」標語　中学2年生

八代亜紀プレミアムコンサート
安中市文化センター自主文化事業

（本文イラスト：黒崎 玄）

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第136回

　
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
と
な
り
2
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
松
井
田
商
工
会
女

性
部
部
長
と
し
て
推
進

委
員
と
な
り
ま
し
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
私
自

身
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
詳
し
い
内
容
な

ど
分
か
ら
ぬ
ま
ま
任
命
を
受
け
た
次
第
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
「
男
女
が
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
。
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。
簡
単
そ
う
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
実
現
す
る
に
は
少
し
難
し
い
内
容
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
平
成
11
年
6
月

に
施
行
さ
れ
、
既
に
23
年
経
過
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
生
活
の
中
で
目
に
見
え
て
変
わ
っ
て
き
た

こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
変
化
も
み
ら
れ
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
、
小
学
校
入
学
に
お
け
る
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色

で
す
。
私
が
子
育
て
し
て
い
た
頃
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
男
の
子
は
黒
色
、
女
の
子
は
赤
色
で
し

た
。
最
近
で
は
色
と
り
ど
り
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
見

か
け
ま
す
。
選
択
肢
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
は
自
分
ら
し
さ
を
出
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

の
で
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
等
で
は
お
友
達
を
呼
ぶ
時
に
〇
〇
さ
ん
と

男
女
関
係
な
く
呼
び
掛
け
る
そ
う
で
す
。
先
生
か

ら
も
〇
〇
君
で
は
な
く
〇
〇
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
そ

う
で
す
。
些
細
な
こ
と
で
す
が
、
小
学
校
低
学
年

か
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
男
女
を
区
別
し
な
い

よ
う
に
な
る
の
で
良
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
男
性
も
育
児
休
暇
が
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
を
母
親
任
せ
に
せ
ず
是

非
と
も
こ
の
様
な
制
度
を
利
用
し
て
子
供
さ
ん
と

の
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
職
種
等
に
よ
っ
て
は
育
児
休
暇
の
取
得

が
困
難
な
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
男

性
で
も
自
然
と
育
児
休
暇
が
取
れ
る
社
会
に
な
る

こ
と
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
日
々
の
生
活
の
中
で
当
た
り
前
と
い
う
意
識
や

こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
固
定
概
念
を
払
拭
し
、
誰

も
が
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
る

よ
う
に
私
自
身
も
考
え
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
と
な
っ
て

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

　安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
島
　勝
美

デビュー50周年を迎えた演歌の女王・八代亜紀のスペシャルなステージをお届けします。
また、特別企画として、画家としても活躍している八代亜紀の作品も同時に展示します。
※展示鑑賞はコンサートチケット購入者のみ可能です
日時▼10月16日（日）　
開場：午後1時30分　開演：午後2時30分
場所▼安中市文化センター　ホール

（安中市安中3－9－63）
チケット▼全席指定　5,000円
※チケット購入は1人につき5枚まで
発売日▼
窓口受付：7月30日（土）午前8時30分～
電話予約：8月1日（月）午前9時～
※未就学児の入場はご遠慮ください
※新型コロナウイルスの感染状況により、中止する
場合があります
問合せ▶安中市文化センター（☎381－0586）
　　　　午前9時～午後5時（休館日を除く）
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1
0
0
歳

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　次
の
皆
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

副
市
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　第
2
回（
5
月
）安
中
市
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
清
水
昭
芳
さ
ん
が
副
市
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
就
任
は
6
月
3
日
付
け
で
す
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
な
ど
の
申
請
は

　
　
　
　
　
　原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

　国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
免
除
や
、
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
納
付
猶
予

は
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
）。

　免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本

人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主（
納
付
猶
予
で

は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶

予
）さ
れ
ま
す
。

　一
部
免
除
に
は
、
4
分
の
3
免
除
、
半
額

免
除
、
4
分
の
1
免
除
が
あ
り
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
今
ま
で
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て

お
り
継
続
を
希
望
し
な
か
っ
た
人
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
6
月
で
承

認
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
7
月
1
日（
金
）か

ら
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
□本 

国
保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
で

申
請
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

　国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
加
入
の
届

出
や
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
の
申
請
、
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
手
続
で
き
ま
す
。

　な
お
、
利
用
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
利
用
者
登
録
や
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
そ
の
受
取
り
時
に
設
定
し
た

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
不
明
な

点
な
ど
は
、
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

□本 

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係

（
☎
内
線
1
1
1
6
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
6
0
）

清水 ゑつ さん
（簗瀬）

廣瀬 トキ さん
（松井田町高梨子）

№192

令和3年度
文化財愛護ポスター

優秀賞
第一中学校（1年）
萩原　悠真さん

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　☎027－382－7622（ふるさと学習館）　☎027－388－0038（生涯学習施設予約）
　　　 【7月の休館日】7/5（火）、7/6（水）、7/7（木）、7/12（火）、7/19（火）、7/20（水）、7/26（火）

謡
曲
「
鉢
木
」
と
安
中

　あ
る
雪
の
日
、
鎌
倉
に
向
か
う
僧（
鎌
倉
幕

府
執
権
の
北
条
時
頼
）が
板
鼻
か
ら
川
を
下
り

佐
野
の
渡
し（
高
崎
）に
到
着
し
ま
す
。
悪
天
候

に
道
を
阻
ま
れ
た
僧
は
、
こ
こ
で
一
夜
の
宿
を

求
め
よ
う
と
近
く
の
民
家
を
訪
ね
ま
す
。
こ
の

家
の
主
は
零
落
し
た
武
士
で
、
名
を
佐
野
源
左

衛
門
常
世
と
い
い
ま
し
た
。
暖
を
取
る
薪
す
ら

な
い
困
窮
し
た
暮
ら
し
を
送
る
常
世
は
、
な
ん

と
か
僧
を
も
て
な
そ
う
と
秘
蔵
の
「
梅
・
桜
・

松
」
の
鉢
木（
盆
栽
）を
薪
に
し
て
火
に
く
べ
ま

す
。
僧
の
正
体
が
時
頼
だ
と
知
ら
な
い
常
世
は

「
ど
ん
な
に
落
ち
ぶ
れ
て
も
鎌
倉
に
一
大
事
が

あ
れ
ば
、
い
の
一
番
に
駆
け
つ
け
る
」
と
覚
悟

を
語
り
ま
し
た
。
後
日
、
そ
の
言
葉
通
り
に
常

世
が
鎌
倉
へ
駆
け
つ
け
る
と
、
時
頼
は
常
世
の

忠
誠
心
を
た
た
え
て
鉢
木
に
な
ぞ
ら
え
た
土
地

「
加
賀
の
梅
田
、
越
中
の
桜
井
、
上
野
の
松
井

田
」
を
恩
賞
と
し
て
与
え
ま
す
。
こ
う
し
て
常

世
は
再
び
武
士
と
し
て
世
に
返
り
咲
い
た
の
で

し
た
。

　作
中
、
僧
が
川
を
下
る
場
面
は
「
墨
の
衣
の

碓
氷
川
、
下
す
筏
の
板
鼻
や
、
佐
野
の
わ
た
り

に
着
き
に
け
り
」
と
謡
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
世

の
板
鼻
は
東
山
道
と
鎌
倉
街
道
が
通
り
、
ま
た

「
下
す
筏
の
板
鼻
や
」
と
い
う
描
写
か
ら
も
う

か
が
え
る
よ
う
に
、
水
陸
の
交
通
の
要
衝
で
し

た
。　ま

た
、
緊
急
時
に
全
力
を
出
す
こ
と
を
言
い

表
し
た
「
い
ざ
鎌
倉
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の

「
鉢
木
」
の
謡
曲
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

7
月
6
日（
水
）と
7
日（
木
）は
展
示
片
付
け

の
た
め
ふ
る
さ
と
学
習
館
は
臨
時
休
館
で

す
。

春
季
企
画
展
「
文
学
・
芸
術
の
中
の
安
中
」

は
7
月
4
日（
月
）ま
で
ふ
る
さ
と
学
習
館
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
従
の
出
会
い
⑶

「
こ
の
小
僧
め
、
旦
那
様
に

お
慈
悲
を
か
け
て
も
ら
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
事
な
荷

物
を
盗
み
よ
っ
た
の
だ
！
」

　藤
蔵
が
怒
鳴
る
と
、
家
の

中
ま
で
聞
こ
え
た
ら
し
い
。

中
か
ら
「
謝
罪
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
男
の
声
が

し
た
。

　藤
蔵
が
憤
り
な
が
ら
あ
ば

ら
家
へ
入
る
と
、
小
僧
の
父

親
が
せ
ん
べ
い
布
団
か
ら
よ

ろ
よ
ろ
と
這
い
出
し
て
き
た
。

ひ
ど
い
病
の
よ
う
で
あ
る
。

「
す
べ
て
聞
こ
え
ま
し
た
。

殴
ら
れ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、

殺
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
こ

と
。
草
三
郎
、
飢
え
て
死
の

う
と
も
人
様
の
も
の
を
盗
む

な
と
教
え
た
で
は
な
い
か
。

ま
こ
と
に
許
し
が
た
い
。
父

が
始
末
を
つ
け
て
や
る
。
お

は
る
、
脇
差
し
を
だ
せ
」

「
あ
な
た
、
そ
れ
ば
か
り
は

ご
勘
弁
く
だ
さ
い
。
草
三
郎
、

お
前
も
謝
り
な
さ
い
。
も
う

二
度
と
し
な
い
と
約
束
で
き

ま
す
ね
」

「
な
ら
ん
。
こ
の
先
ど
の
よ

う
な
悪
党
に
な
る
か
わ
か
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
方

の
前
で
そ
や
つ
を
斬
っ
て
お

詫
び
す
る
」

　父
親
の
剣
幕
に
困
っ
た
の

は
藤
蔵
で
あ
る
。
「
い
や
、

そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
」
と

な
だ
め
に
か
か
る
が
、
父
親

は
小
僧
の
髪
を
つ
か
ん
で
引

き
寄
せ
る
と
ぜ
え
ぜ
え
と
息

を
切
ら
し
な
が
ら
い
ざ
り
寄

り
、
立
て
か
け
て
あ
っ
た
脇

差
し
を
手
に
取
っ
た
。
し
か

し
病
の
た
め
に
弱
り
切
っ
て

鞘
を
払
う
こ
と
さ
え
で
き
ぬ

有
様
で
あ
る
。

「
お
は
る
、
鞘
を
払
え
」

「
ど
う
か
ご
勘
弁
く
だ
さ
い
、

あ
な
た
。
ど
う
か
」

「
勘
弁
な
ど
で
き
る
も
の
か
。

こ
れ
を
抜
け
」

「
い
や
、
い
や
、
と
ん
で
も

な
い
。
こ
ん
な
子
ど
も
を
斬

ら
れ
て
も
困
り
ま
す
よ
」

　と
、
父
親
を
母
親
と
藤
蔵

と
で
な
ん
と
か
思
い
と
ど
ま

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
、

恒
川
が
追
い
つ
い
て
き
た
。

「
ご
亭
主
、
私
は
品
物
が
無

事
な
ら
構
い
ま
せ
ん
。
あ
な

た
の
子
で
す
か
ら
斬
る
も
殴

る
も
あ
な
た
の
ご
判
断
で

し
ょ
う
。
し
か
し
我
々
の
た

め
と
殺
生
さ
れ
て
は
迷
惑
い

た
し
ま
す
」（
つ
づ
く
）

後開榛名梅香 連載 第3回
おくれざきはるなのうめがか 作：三遊亭円朝（1839～1900）　編集：学習の森

※学習の森で紹介のために編集したもので、原文とは異なります

と
き
よ
り

れ
い
ら
く

げ
ん
ざ

い
か
だ

さ
　
の

え
も
ん
　
つ
ね
よ

は
ち
の
き

と
う
ぞ
う

そ
う
ざ
ぶ
ろ
う

さ
や

つ
ね
か
わ

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
308
69

377

男 
253
63

316

女    
21,671
6,175

27,846

男    
21,199
5,900

27,099
合　計 55,638人  世帯数 24,815 （令和4年5月末日現在）

清水 昭芳 副市長
しみず　 あきよし

▲厚生労働省
　ホームページ

▲日本年金機構
　ホームページ

新型コロナウイルス感染症対策

マスクの着用について
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1
0
0
歳

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　次
の
皆
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

副
市
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　第
2
回（
5
月
）安
中
市
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
清
水
昭
芳
さ
ん
が
副
市
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
就
任
は
6
月
3
日
付
け
で
す
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
な
ど
の
申
請
は

　
　
　
　
　
　原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

　国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
免
除
や
、
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
納
付
猶
予

は
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
）。

　免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本

人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主（
納
付
猶
予
で

は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶

予
）さ
れ
ま
す
。

　一
部
免
除
に
は
、
4
分
の
3
免
除
、
半
額

免
除
、
4
分
の
1
免
除
が
あ
り
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
今
ま
で
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て

お
り
継
続
を
希
望
し
な
か
っ
た
人
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
6
月
で
承

認
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
7
月
1
日（
金
）か

ら
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
□本 

国
保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
で

申
請
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

　国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
加
入
の
届

出
や
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
の
申
請
、
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
手
続
で
き
ま
す
。

　な
お
、
利
用
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
利
用
者
登
録
や
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
そ
の
受
取
り
時
に
設
定
し
た

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
不
明
な

点
な
ど
は
、
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

□本 

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係

（
☎
内
線
1
1
1
6
）

□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

（
☎
内
線
2
1
6
0
）

清水 ゑつ さん
（簗瀬）

廣瀬 トキ さん
（松井田町高梨子）
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令和3年度
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優秀賞
第一中学校（1年）
萩原　悠真さん

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上間仁田951　☎027－382－7622（ふるさと学習館）　☎027－388－0038（生涯学習施設予約）
　　　 【7月の休館日】7/5（火）、7/6（水）、7/7（木）、7/12（火）、7/19（火）、7/20（水）、7/26（火）

謡
曲
「
鉢
木
」
と
安
中

　あ
る
雪
の
日
、
鎌
倉
に
向
か
う
僧（
鎌
倉
幕

府
執
権
の
北
条
時
頼
）が
板
鼻
か
ら
川
を
下
り

佐
野
の
渡
し（
高
崎
）に
到
着
し
ま
す
。
悪
天
候

に
道
を
阻
ま
れ
た
僧
は
、
こ
こ
で
一
夜
の
宿
を

求
め
よ
う
と
近
く
の
民
家
を
訪
ね
ま
す
。
こ
の

家
の
主
は
零
落
し
た
武
士
で
、
名
を
佐
野
源
左

衛
門
常
世
と
い
い
ま
し
た
。
暖
を
取
る
薪
す
ら

な
い
困
窮
し
た
暮
ら
し
を
送
る
常
世
は
、
な
ん

と
か
僧
を
も
て
な
そ
う
と
秘
蔵
の
「
梅
・
桜
・

松
」
の
鉢
木（
盆
栽
）を
薪
に
し
て
火
に
く
べ
ま

す
。
僧
の
正
体
が
時
頼
だ
と
知
ら
な
い
常
世
は

「
ど
ん
な
に
落
ち
ぶ
れ
て
も
鎌
倉
に
一
大
事
が

あ
れ
ば
、
い
の
一
番
に
駆
け
つ
け
る
」
と
覚
悟

を
語
り
ま
し
た
。
後
日
、
そ
の
言
葉
通
り
に
常

世
が
鎌
倉
へ
駆
け
つ
け
る
と
、
時
頼
は
常
世
の

忠
誠
心
を
た
た
え
て
鉢
木
に
な
ぞ
ら
え
た
土
地

「
加
賀
の
梅
田
、
越
中
の
桜
井
、
上
野
の
松
井

田
」
を
恩
賞
と
し
て
与
え
ま
す
。
こ
う
し
て
常

世
は
再
び
武
士
と
し
て
世
に
返
り
咲
い
た
の
で

し
た
。

　作
中
、
僧
が
川
を
下
る
場
面
は
「
墨
の
衣
の

碓
氷
川
、
下
す
筏
の
板
鼻
や
、
佐
野
の
わ
た
り

に
着
き
に
け
り
」
と
謡
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
世

の
板
鼻
は
東
山
道
と
鎌
倉
街
道
が
通
り
、
ま
た

「
下
す
筏
の
板
鼻
や
」
と
い
う
描
写
か
ら
も
う

か
が
え
る
よ
う
に
、
水
陸
の
交
通
の
要
衝
で
し

た
。　ま

た
、
緊
急
時
に
全
力
を
出
す
こ
と
を
言
い

表
し
た
「
い
ざ
鎌
倉
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の

「
鉢
木
」
の
謡
曲
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

7
月
6
日（
水
）と
7
日（
木
）は
展
示
片
付
け

の
た
め
ふ
る
さ
と
学
習
館
は
臨
時
休
館
で

す
。

春
季
企
画
展
「
文
学
・
芸
術
の
中
の
安
中
」

は
7
月
4
日（
月
）ま
で
ふ
る
さ
と
学
習
館
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
従
の
出
会
い
⑶

「
こ
の
小
僧
め
、
旦
那
様
に

お
慈
悲
を
か
け
て
も
ら
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
事
な
荷

物
を
盗
み
よ
っ
た
の
だ
！
」

　藤
蔵
が
怒
鳴
る
と
、
家
の

中
ま
で
聞
こ
え
た
ら
し
い
。

中
か
ら
「
謝
罪
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
男
の
声
が

し
た
。

　藤
蔵
が
憤
り
な
が
ら
あ
ば

ら
家
へ
入
る
と
、
小
僧
の
父

親
が
せ
ん
べ
い
布
団
か
ら
よ

ろ
よ
ろ
と
這
い
出
し
て
き
た
。

ひ
ど
い
病
の
よ
う
で
あ
る
。

「
す
べ
て
聞
こ
え
ま
し
た
。

殴
ら
れ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、

殺
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
こ

と
。
草
三
郎
、
飢
え
て
死
の

う
と
も
人
様
の
も
の
を
盗
む

な
と
教
え
た
で
は
な
い
か
。

ま
こ
と
に
許
し
が
た
い
。
父

が
始
末
を
つ
け
て
や
る
。
お

は
る
、
脇
差
し
を
だ
せ
」

「
あ
な
た
、
そ
れ
ば
か
り
は

ご
勘
弁
く
だ
さ
い
。
草
三
郎
、

お
前
も
謝
り
な
さ
い
。
も
う

二
度
と
し
な
い
と
約
束
で
き

ま
す
ね
」

「
な
ら
ん
。
こ
の
先
ど
の
よ

う
な
悪
党
に
な
る
か
わ
か
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
方

の
前
で
そ
や
つ
を
斬
っ
て
お

詫
び
す
る
」

　父
親
の
剣
幕
に
困
っ
た
の

は
藤
蔵
で
あ
る
。
「
い
や
、

そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
」
と

な
だ
め
に
か
か
る
が
、
父
親

は
小
僧
の
髪
を
つ
か
ん
で
引

き
寄
せ
る
と
ぜ
え
ぜ
え
と
息

を
切
ら
し
な
が
ら
い
ざ
り
寄

り
、
立
て
か
け
て
あ
っ
た
脇

差
し
を
手
に
取
っ
た
。
し
か

し
病
の
た
め
に
弱
り
切
っ
て

鞘
を
払
う
こ
と
さ
え
で
き
ぬ

有
様
で
あ
る
。

「
お
は
る
、
鞘
を
払
え
」

「
ど
う
か
ご
勘
弁
く
だ
さ
い
、

あ
な
た
。
ど
う
か
」

「
勘
弁
な
ど
で
き
る
も
の
か
。

こ
れ
を
抜
け
」

「
い
や
、
い
や
、
と
ん
で
も

な
い
。
こ
ん
な
子
ど
も
を
斬

ら
れ
て
も
困
り
ま
す
よ
」

　と
、
父
親
を
母
親
と
藤
蔵

と
で
な
ん
と
か
思
い
と
ど
ま

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
、

恒
川
が
追
い
つ
い
て
き
た
。

「
ご
亭
主
、
私
は
品
物
が
無

事
な
ら
構
い
ま
せ
ん
。
あ
な

た
の
子
で
す
か
ら
斬
る
も
殴

る
も
あ
な
た
の
ご
判
断
で

し
ょ
う
。
し
か
し
我
々
の
た

め
と
殺
生
さ
れ
て
は
迷
惑
い

た
し
ま
す
」（
つ
づ
く
）

後開榛名梅香 連載 第3回
おくれざきはるなのうめがか 作：三遊亭円朝（1839～1900）　編集：学習の森

※学習の森で紹介のために編集したもので、原文とは異なります

と
き
よ
り

れ
い
ら
く

げ
ん
ざ

い
か
だ

さ
　
の

え
も
ん
　
つ
ね
よ

は
ち
の
き

と
う
ぞ
う

そ
う
ざ
ぶ
ろ
う

さ
や

つ
ね
か
わ

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
308
69

377

男 
253
63

316

女    
21,671
6,175

27,846

男    
21,199
5,900

27,099
合　計 55,638人  世帯数 24,815 （令和4年5月末日現在）

清水 昭芳 副市長
しみず　 あきよし

▲厚生労働省
　ホームページ

▲日本年金機構
　ホームページ

新型コロナウイルス感染症対策

マスクの着用について
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日
時
▼

7
月
27
日（
水
）午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場
▼
碓
氷
川
熱
帯
植
物
園

参
加
費
▼
無
料

対
象
者
▼
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

定
員
▼
15
人
程
度

※
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影

響
で
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
９
５
）

夏
休
み
宿
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
子
ど
も
絵
画
教
室

日
時
▼
8
月
1
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

対
象
▼
小
学
校
1
年
生
か
ら
6
年
生

定
員
▼
10
人（
先
着
順
）

②
自
由
研
究
で
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
を
作
ろ

う
！

日
時
▼
8
月
8
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

対
象
▼
小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生

定
員
▼
8
人（
先
着
順
）

（
以
下
、
①
②
と
も
共
通
）

場
所
▼

あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
　
多
目
的
室

申
込
開
始
▼
7
月
4
日（
月
）午
前
10
時
〜

参
加
費
▼
無
料

　7月。子どもたちの夏休みももうすぐです。ス
マイルパークでは、夏休み中にたくさんのイベン
トを計画しています。納涼祭、陶芸教室、貸館予
約のない日は研修室を自習室として開放します。
さらに、夏休みの宿題教室（勉強会8月24日～26
日）も実施予定です。
　暑さに負けず、パーク内に利用者さんの笑い声
が響き合うように、夏を楽しく応援します。
◇イベントスケジュール：予定（運営事務局主催）
・7月22日（金）　元気のレシピ
　　　　　　　　～貝のブローチを作ろう～
・7月31日（日）　納涼祭
・8月  5日（金）　陶芸教室
　　　　　　　　（講師：自性寺焼 青木昇先生）
・毎週金曜日　午前9時～　「ラジオ体操」
・毎月第2、第4土曜日 午前10時～ 「竹細工教室」
※各イベントの詳細などについては、

お問い合わせください
※新型コロナウイルス感染症の影響に

より、中止や内容変更となる場合が
あります

問合せ▼
あんなかスマイルパーク

（☎380－2525）

Vol.10通信
広
告
入
り
封
筒
の
使
用
を

開
始
し
ま
し
た

　
市
は
財
源
の
確
保
の
た
め
に
、
窓
口
な
ど

で
使
用
す
る
広
告
入
り
封
筒
の
使
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
□本 

・
□松 

の
一
部
窓
口
で
使
用
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 
情
報
戦
略
課
広
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

係（
☎
内
線
1
0
2
1
）

認
知
症
に
つ
い
て
話
せ
る

「
あ
ん
な
か
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
、
認
知
症
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
人

な
ど
が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
認
知

症
に
つ
い
て
の
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、

専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
す
る

場
で
す
。

　
今
回
は
座
談
会
と
保
健
師
に
よ
る
ミ
ニ
講

話
を
行
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　任
命
さ
れ
ま
し
た

　
5
月
20
日
付
け
で
、
次
の
人
が
教
育
委
員

会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

髙
 

恵
美
さ
ん

春
秋
叙
勲
の
候
補
者
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
人
を
推
薦
で
き

ま
す（
一
般
推
薦
制
度
）

　推
薦
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
「
叙
勲 

一
般
推
薦
」
で
検

索
し
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
要
件
▼

・
長
年
地
域
で
幅
広
く
公
共
の
た
め
に
活
躍

（
概
ね
20
年
以
上
活
動
）し
た
人
で
、
70
歳
以

上
の
人
な
ど

推
薦
方
法
▼

・
推
薦
者
1
人
、
賛
同
者
2
人
が
必
要（
と

も
に
20
歳
以
上
）

・
自
分
自
身
や
二
親
等
内
の
親
族
関
係
に
あ

る
人
の
推
薦
は
不
可

・
指
定
の
様
式
の
推
薦
書
を
左
記
担
当
窓
口

ま
で
郵
送（
常
時
受
付
中
）

照
会
・
郵
送
先
▼

・
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
に
な
れ
ま
す
）

・
担
当
窓
口（
内
閣
府
賞
勲
局
一
般
推
薦
担

当
）〒
1
0
0

－

8
9
1
4
　
東
京
都
千
代

田
区
永
田
町
1

－

6

－

1

（
☎
0
3

－

3
5
8
1

－

2
8
6
8
）

主
催
・
問
合
せ
▼

安
中
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー

（
☎
0
8
0

－

7
7
1
8

－

1
4
6
7
）

平
日
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
水
曜
日
を
除
く
）

土
曜
日
：
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

※
安
中
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
市
の
委
託
に
よ
り
特
定
非
営
利
活

動
法
人A

nnaka

ひ
だ
ま
り
マ
ル
シ
ェ
が
運

営
し
て
い
ま
す（
下
記
2
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

西
毛
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　プ
ー
ル
開
設

開
設
期
間
▼

7
月
16
日（
土
）〜
8
月
21
日（
日
）

開
設
時
間
▼
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
遊
泳
時
間
は
午
後
4
時
40
分
ま
で
）

定
休
日
▼
な
し

※
天
候
不
順
、
大
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
休

場
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
料
金
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

西
毛
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

3
8
1

－

2
7
5
9
）

　今月の手話「こんにちは」の表現を紹介し
ます。
　こんにちはの手話は「明るい」と「あいさ
つ」を順に表すと「こんにちは」という単語
になります。

解説
手のひらを前に向け
て、手を交差させた
状態から左右に開き
ます。

解説
先月号でも
紹介した「あいさつ」
という手話です。
向かい合わせた人差
し指を折り
曲げます。

　　　　　 動画でご覧になれます▶
問合せ▶□本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

手話コーナー　vol.3

「明るい」

「あいさつ」

地域おこし協力隊
活動報告Vol.42

　皆さん、こんにちは。秋間梅林で活動している田村聖志
です。
　私にとって、初めての秋間梅林祭が終わり、季節の移ろ
いを感じながら梅林で作業をしています。春から夏にか
け、植物の成長は著しく、草刈り作業が増えてきました。
着任当初は不恰好な草刈り作業でしたが、徐々にコツを掴
み、体に負担をかけないよう刈払機を操作できるように
なってきました。
　これから本格的な夏になりますが、ケガや熱中症などに
気をつけながら梅林で
の農作業に取り組んで
いきます。
　また、最近は時間の
あるときに市内のさま
ざまな場所を散策して
います。お気に入りの
場所を見つけたいです。

▲公式SNS

　「広報あんなか」に子ど
もの写真とコメントを掲載
してみませんか。詳しい内
容は、市ホームページをご
覧ください。

あんなか
スマイルキッズ！ は

し
ご
消
防
車
や
電
車
な
ど

乗
り
物
が
大
好
き
！

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
☆彡
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ニ
講

話
を
行
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　任
命
さ
れ
ま
し
た

　
5
月
20
日
付
け
で
、
次
の
人
が
教
育
委
員

会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

髙
 

恵
美
さ
ん

春
秋
叙
勲
の
候
補
者
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
人
を
推
薦
で
き

ま
す（
一
般
推
薦
制
度
）

　推
薦
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
「
叙
勲 

一
般
推
薦
」
で
検

索
し
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
要
件
▼

・
長
年
地
域
で
幅
広
く
公
共
の
た
め
に
活
躍

（
概
ね
20
年
以
上
活
動
）し
た
人
で
、
70
歳
以

上
の
人
な
ど

推
薦
方
法
▼

・
推
薦
者
1
人
、
賛
同
者
2
人
が
必
要（
と

も
に
20
歳
以
上
）

・
自
分
自
身
や
二
親
等
内
の
親
族
関
係
に
あ

る
人
の
推
薦
は
不
可

・
指
定
の
様
式
の
推
薦
書
を
左
記
担
当
窓
口

ま
で
郵
送（
常
時
受
付
中
）

照
会
・
郵
送
先
▼

・
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
に
な
れ
ま
す
）

・
担
当
窓
口（
内
閣
府
賞
勲
局
一
般
推
薦
担

当
）〒
1
0
0

－

8
9
1
4
　
東
京
都
千
代

田
区
永
田
町
1

－

6

－

1

（
☎
0
3

－

3
5
8
1

－

2
8
6
8
）

主
催
・
問
合
せ
▼

安
中
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー

（
☎
0
8
0

－

7
7
1
8

－

1
4
6
7
）

平
日
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
水
曜
日
を
除
く
）

土
曜
日
：
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

※
安
中
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
市
の
委
託
に
よ
り
特
定
非
営
利
活

動
法
人A

nnaka

ひ
だ
ま
り
マ
ル
シ
ェ
が
運

営
し
て
い
ま
す（
下
記
2
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

西
毛
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　プ
ー
ル
開
設

開
設
期
間
▼

7
月
16
日（
土
）〜
8
月
21
日（
日
）

開
設
時
間
▼
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
遊
泳
時
間
は
午
後
4
時
40
分
ま
で
）

定
休
日
▼
な
し

※
天
候
不
順
、
大
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
休

場
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
料
金
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

西
毛
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

3
8
1

－

2
7
5
9
）

　今月の手話「こんにちは」の表現を紹介し
ます。
　こんにちはの手話は「明るい」と「あいさ
つ」を順に表すと「こんにちは」という単語
になります。

解説
手のひらを前に向け
て、手を交差させた
状態から左右に開き
ます。

解説
先月号でも
紹介した「あいさつ」
という手話です。
向かい合わせた人差
し指を折り
曲げます。

　　　　　 動画でご覧になれます▶
問合せ▶□本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

手話コーナー　vol.3

「明るい」

「あいさつ」

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.42

　皆さん、こんにちは。秋間梅林で活動している田村聖志
です。
　私にとって、初めての秋間梅林祭が終わり、季節の移ろ
いを感じながら梅林で作業をしています。春から夏にか
け、植物の成長は著しく、草刈り作業が増えてきました。
着任当初は不恰好な草刈り作業でしたが、徐々にコツを掴
み、体に負担をかけないよう刈払機を操作できるように
なってきました。
　これから本格的な夏になりますが、ケガや熱中症などに
気をつけながら梅林で
の農作業に取り組んで
いきます。
　また、最近は時間の
あるときに市内のさま
ざまな場所を散策して
います。お気に入りの
場所を見つけたいです。

▲公式SNS

　「広報あんなか」に子ど
もの写真とコメントを掲載
してみませんか。詳しい内
容は、市ホームページをご
覧ください。

あんなか
スマイルキッズ！

佐藤　実 ちゃん
さとう みのる

は
し
ご
消
防
車
や
電
車
な
ど

乗
り
物
が
大
好
き
！

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
☆彡



離婚前後の悩み・養育費相談 □本　　 7/12　8/9　13 時～ 16 時 要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

行　　事　　名

● ふるさと学習館春企画展
　「文学・芸術の中の安中」最終日

● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00～12:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00～12:00

● 夏の県民交通安全運動（～20日）

日

1
2
3
4

5
6
7

8

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

日
22
23
24
25

26
27
28
29
30
31

1
2
3
4
5
6

7
8
9
10
11

曜日
金
土
日
月

火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土

日
月
火
水

木・祝

行　　事　　名

● 第8回農業委員会総会
　□本　　201会議室　13:30～

● 市民ときめきスクール
　「親子で作ろう」
　学習の森　9:30～

曜日
金
土
日
月

日
12
13
14
15

行　　事　　名

● 磯部温泉まつり

7 月
曜日

金
土
日
月

火
水
木

金

土
日
月
火
水
木
金
土
日

月・祝
火
水
木

8 月

あんなかスマイルパーク　7/5・12・19・20・26
　　　　　　　　　　8/2・9・12
恵みの湯　　　　　　7/5・19　8/2
峠の湯　　　　　　　7/12・26
鉄道文化むら　　　　7/5・12・19・26
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　7/5・12・19・20・26・29※
　　　　　　　　　　8/2・9・12
文化会館　　　　　　7/4・11・19・25・31
　　　　　　　　　　8/1・8・15
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください

碓氷川熱帯植物園　7/5・12・19・26
 8/2・9
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 7/4・11※・19・20・25※
 8/1・8※・12・15
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 7/5・6※・7※・12・19・20・26
　 8/2・9・12
いきいき長寿センター 7/4・10・11・18・19・25
 8/1・8・12・15

行事カレンダー 7 月１日 ▼8 月１５日

（7月1日～8月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

7　 月 8 　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

10・11・3
20・21・6
23・25・7
9・2 4・4
16・19・17
12・2・18
15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22

1 5・8・5
1 3・1・3
14・26・6
10・11・7
20・21・4
23・25・17
9・24・18
16・19・22
1 2・2・5
1 5・8・3
1 3・1・6
14・26・7
10・11・4
20・21・17
23・25・18
9・24・22

16・19・5
1 2・2・3
1 5・8・6
1 3・1・7
14・26・4
10・11・17
20・21・18
23・25・22
9・2 4・5
16・19・3
1 2・2・6
1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18

2223 2022年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

休館のご案内

相 談 案 内 7 月１日 ▼8 月１５日

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月
１日は県民交通安全日です

※新型コロナウイルスの影響で中止に
なる場合があります

　市民課
休日窓口開設日
7月3日・17日　8月7日
午前８時30分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

令和4年夏の県民交通安全運動
運動期間　7月11日（月）～7月20日（水）
年間スローガン　「大丈夫！」  自己の過信が  事故招く
サブスローガン　わたる前  見てね  待ってね  交差点
運動の目的
　広く県民に交通安全思想・交通ルール・正しいマナーの普及・浸透を図り、
交通事故を防止すること
運動の重点
○子供と高齢者の交通事故防止
○自転車の交通事故防止
○飲酒運転の根絶

令和3年度交通安全ポスターコンクール
小学校高学年最優秀賞

磯部小学校5年（当時）　池田　釉葡
いけだ ゆうほ

要電話予約　権利擁護センター（☎382－8397）地域福祉支援センター
7/1　8/5　13 時 30 分～15 時 30 分成年後見制度専門職相談

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 7/7・21　8/4　 9 時～ 11 時 30 分
□松  7/4　8/1　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 7/5　8/2　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
　　　　　　□本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談
（安中出張サポートステーション）

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談 □本　　 7/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  7/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分 □本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 7/1・15　8/5　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター
7/14　9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 7/13　8/3　 13 時～ 16 時
□松  8/15　13 時～ 16 時



離婚前後の悩み・養育費相談 □本　　 7/12　8/9　13 時～ 16 時 要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

行　　事　　名

● ふるさと学習館春企画展
　「文学・芸術の中の安中」最終日

● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00～12:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00～12:00

● 夏の県民交通安全運動（～20日）

日

1
2
3
4

5
6
7

8

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

日
22
23
24
25

26
27
28
29
30
31

1
2
3
4
5
6

7
8
9
10
11

曜日
金
土
日
月

火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土

日
月
火
水

木・祝

行　　事　　名

● 第8回農業委員会総会
　□本　　201会議室　13:30～

● 市民ときめきスクール
　「親子で作ろう」
　学習の森　9:30～

曜日
金
土
日
月

日
12
13
14
15

行　　事　　名

● 磯部温泉まつり

7 月
曜日

金
土
日
月

火
水
木

金

土
日
月
火
水
木
金
土
日

月・祝
火
水
木

8 月

あんなかスマイルパーク　7/5・12・19・20・26
　　　　　　　　　　8/2・9・12
恵みの湯　　　　　　7/5・19　8/2
峠の湯　　　　　　　7/12・26
鉄道文化むら　　　　7/5・12・19・26
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　7/5・12・19・20・26・29※
　　　　　　　　　　8/2・9・12
文化会館　　　　　　7/4・11・19・25・31
　　　　　　　　　　8/1・8・15
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください

碓氷川熱帯植物園　7/5・12・19・26
 8/2・9
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 7/4・11※・19・20・25※
 8/1・8※・12・15
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 7/5・6※・7※・12・19・20・26
　 8/2・9・12
いきいき長寿センター 7/4・10・11・18・19・25
 8/1・8・12・15

行事カレンダー 7 月１日 ▼8 月１５日

（7月1日～8月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

7　 月 8 　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

10・11・3
20・21・6
23・25・7
9・2 4・4
16・19・17
12・2・18
15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22

1 5・8・5
1 3・1・3
14・26・6
10・11・7
20・21・4
23・25・17
9・24・18
16・19・22
1 2・2・5
1 5・8・3
1 3・1・6
14・26・7
10・11・4
20・21・17
23・25・18
9・24・22

16・19・5
1 2・2・3
1 5・8・6
1 3・1・7
14・26・4
10・11・17
20・21・18
23・25・22
9・2 4・5
16・19・3
1 2・2・6
1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

休館のご案内

相 談 案 内 7 月１日 ▼8 月１５日

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月
１日は県民交通安全日です

※新型コロナウイルスの影響で中止に
なる場合があります

　市民課
休日窓口開設日
7月3日・17日　8月7日
午前８時30分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書
　の発行

本

令和4年夏の県民交通安全運動
運動期間　7月11日（月）～7月20日（水）
年間スローガン　「大丈夫！」  自己の過信が  事故招く
サブスローガン　わたる前  見てね  待ってね  交差点
運動の目的
　広く県民に交通安全思想・交通ルール・正しいマナーの普及・浸透を図り、
交通事故を防止すること
運動の重点
○子供と高齢者の交通事故防止
○自転車の交通事故防止
○飲酒運転の根絶

令和3年度交通安全ポスターコンクール
小学校高学年最優秀賞

磯部小学校5年（当時）　池田　釉葡
いけだ ゆうほ

要電話予約　権利擁護センター（☎382－8397）地域福祉支援センター
7/1　8/5　13 時 30 分～15 時 30 分成年後見制度専門職相談

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 7/7・21　8/4　 9 時～ 11 時 30 分
□松  7/4　8/1　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 7/5　8/2　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
　　　　　　□本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談
（安中出張サポートステーション）

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談 □本　　 7/21　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松  7/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分 □本　　 市民相談室（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 7/1・15　8/5　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター
7/14　9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 7/13　8/3　 13 時～ 16 時
□松  8/15　13 時～ 16 時
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2022（令和4年）

242022年7月1日号見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

問合せ▶　健康づくり課予防係（☎内線1172）
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安中市公式SNSをご利用ください。豊かで　魅力ある　元気な　安中市へ
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熱中症を予防しましょう

熱中症警戒アラートを確認して、予防行動をとりましょう

暑さ指数（WBGT）って？
人間の熱バランスに影響の大きい

「気温・湿度・輻射熱」の3つを取り入れた指標

　熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境になると予想される日の前日夕方または当日早朝に、暑
さ指数33℃以上が予想される場合に都道府県ごとに発表されます。発表時は予防行動を積極的にとりましょう。

エアコンを適切に使用しましょう
・昼夜問わず冷房などを使用して温度調節をしましょう

熱中症のリスクが高い人に声かけをしましょう
・高齢者、子ども、持病のある人、肥満の人、障害者など
は熱中症リスクが高い人です。夜間を含むエアコンの使用
やこまめな水分補給など、声をかけましょう

外出はできるだけ控え、暑さを避けましょう
・不要不急の外出はできるだけ避けましょう

外での運動は、原則中止・延期をしましょう
・身の回りの暑さ指数（WBGT）に応じて屋外やエアコン
などが設置されていない屋内での運動は、原則、中止や延
期をしましょう

普段以上に「熱中症予防行動」をしましょう
・のどが渇く前にこまめに水分補給しましょう
・野外で人と十分な距離（2ｍ以上）を確保できる場合は適
宜マスクをはずしましょう
・涼しい服装にしましょう

暑さ指数（WBGT）を確認しましょう
・環境省のウェブサイトやメール登録で、毎日の暑さ指数
を知ることができます
・危険、厳重注意、警戒、注意、ほぼ安全の5段階があり
ます。生活や運動の目安が示されています

学ぼう、熱中症

　気温・湿度ともに高く蒸し暑い日本では、気温だけで
は熱中症のリスクは評価が難しいとされています。「暑さ
指数（WBGT）」という熱中症リスクの評価指標を取り
入れることで、予防に役立てることができます。

暑さ指数 （WBGT）＝　
1（気温）：7（湿度）：2（輻射熱）

輻射熱…日射しを浴びたと
きに受ける熱や、地面、建物、
人体などから出ている熱

広　告 広　告

広　告 広　告
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